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平 成 元 年 8 月
平 成 4 年 7 月
平 成 1 2 年 4 月
東 京 医 科 歯 科 大 学 医 用 器 材 研 究 所 金 属 材 料 部 門 助 手
ア メ リ カ 合 衆 国 国 立 標 凖 局 材 料 研 究 所 歯 科 , 医 科 材 料 ・ グ ル ー プ 客 員 研
究 員
( N a t i o n a l  B u r e a u  o f  s t a n d a r d s ,  D e n t a l  a n d  M e d i c a l  M 2 t e r i a l s  G r o u p ,  G u e s t
W o r k e r X  昭 和 6 0 年 9 月 ま で )
東 京 医 科 歯 科 大 学 医 用 器 材 研 究 所 金 属 材 利 ・ 部 門 助 教 授
東 北 大 学 歯 学 部 歯 科 理 工 学 講 座 教 授
東 北 火 学 大 学 院 歯 学 研 究 科 口 腔 修 複 学 講 座
歯 科 生 体 材 料 学 分 野 教 授
東 北 大 学 を 定 年 退 職
平 成 2 0 午 3  阿
イ 立
昭 和 5 1 年 3 月
" 削 牛 休 材 判 学 分 野
受 賞
平 成 1 2 年 5  打
平 成 B 年 4 月
工 学 博 士  4 戸 1 市 田 大 学 )
利 学 技 術 庁 第 5 9 回 注 目 発 明 選 定 「 歯 科 用 磁 力 吸 着 器 具 」
日 本 歯 科 理 工 学 会 論 文 賞
?
平成17年4月
平成18年4月
平成18年4月
学会等における活動(役職等)
日本歯科理工学会評議員(平成元年~平成4年)
日本歯科理工学会理亊(平成4年~平成20年)
日本菌科理工学会常任理事(平成8年~平成Ⅱ年)
第26回日本棚科理工学会学術講演会大会長(平成7年9月29,30日)
日木材料・科学会評議貝(平成元年~平成Ⅱ年)
日本材料・科学会理事(平成12年~平成20年)
日本バイオマテリアル学会評議貝(平成6年~平成20年)
日本磁気歯利学会理争(平成3年~平成20年)
日本磁気歯科学会第6回学術大会大会長(平成8年Ⅱ月)
日本歯科産業学会理事(平成6年~平成20年)
歯科チタン学会理事(平成12年~平成20年)
歯科チタン学会会長(平成16年~平成20年)
第17回歯科チタン学会大会長(平成16年2月)
第20回歯科チタン学会大会長(平成19年6月5,6日)
6th lnternational symposlum on Titanlum in Dentlstry, C011ference chair
σUne 5,6,2007)
The 2nd lnternationalMeeting on Titanium in DentalTechn010部 Conference chair
σUne 5,6,2007)
国際歯科研究学会歯科材料グループ日本部会理事(平成8年~平成N年)
国際歯科研究学会歯科材料・グループ日本部会会長(平成15年)
日本歯科理工学会論文賞
日本歯科理工学会論文賞
日本歯科理工学会賞
社会における活動
宮城県歯科技工士試験委員会委員(平成5年~平成12年)
日本学術振興会科学研究贅委員会専門委員(平成13年,平成19年,平成20年)

1.著書・編書(共著書等含む)
1.新しい工業材料の科学複合材料1
三浦維四,奥野攻(分1旦執筆),1970年8月,金原出版株式会社
2.複合材料工学
林毅編,奥野攻,三浦維四(分担執さ伺,1971年9月, H科技連出版社
亦貝
3.金属複合材料
三浦靴四編,奥野攻(分担判ψ佃,1973年4月,共立出版株式会社
目
4.複合材料技術集成
複合材料・技術集成編集委員会編,奥野攻(分担執筆),1976年3月,産業
技術センター
子
5.機能材料入門(上巻)
本問基文,北田正弘編,三浦維四,奥野攻仂^担執筆),1981年12月,ア
グネ
6.金属便覧改訂4版
Π本金属学会編,三浦維四,奥野攻(分担執き淘,1982年12月,丸善
1
フ.材料の新活用百科,鉄鋼・非鉄金属
奥野攻,三浦維凶,ψ)担執筆),1984年4月,産業開査会
8.永久磁石の開発・材利・設計と磁気回路の解析'・設計応用技術
金子秀夫監修,奥野攻(分担執筆),19釘年12月,総合技術センター
9.チタンの歯'科利用
三浦維四,井田ーヲ新覇,奥野攻(分担彰住飼,1988年3 河,クインテッセン
ス出版
10. Multゆhase BiomedicalMaterials
TTsurutaand A.Nakajima編,0.okuno (分1旦執さ勵 1989年, VSP BY urecht,
The Netherlands
11.医療・福祉・保健の総合年鑑W山A
日本医療企画ⅧBA編纂室編,奥野
'90
攻(分担執筆),1990年4月
?
21 2 . 口 腔 イ ン プ ラ ン ト 学 ( 上 , 下 , 用 語 辞 典 )
川 原 春 幸 監 修 , 三 浦 維 四 , 奥 野 攻 け ) 1 旦 執 筆 ) , 1 9 9 1 年 7 月 , 医 歯 薬 出 版
( 株 )
1 3 . 現 代 歯 科 理 工 学
長 谷 川 二 郎 , 平 澤
歯 薬 出 版 住 知
1 4 .  D e n t a l  M a t e r i a l s  a n d  T h e i r  s e l e d i o n ,  s e c o n d  E d i t i o n
W , ] . 0 '  B r i e n  編 .  o s a m u  o k u n o  ( 仍 ' 1 旦 執 筆 ) , 1 9 9 7 年 ,  Q u i n t e s s e n c e
P u b l i s h i n g  c o , 1 n c
1 5 .  N o n 、 A e r o s p a c e  A p p l i c a t i o n s  o f T i t a n i u m
豆 H . ( s a m )  F r o e s  R G .  A Ⅱ e n  a n d  M .  N i i n o m i  e d .  T o r u  o k a b e  l k u y a  w a ね n a b e
O s a m u  o k u n o Y u k y o  T a k a d a , 1 9 9 8 年 ,  T h e  M i n e n l s  M e t a l s  &  M a t e r i a l s  s o c i e t y
中
' ι L 、 ,
高 橋 重 雄 編 , 奥 野 攻 ( 分 担 執 筆 )  1 9 9 6 年 3 月 , 医
1 6 . 金 属 系 バ イ オ マ テ リ ア ル の 基 礎 と 応 用
角 田 方 衞 , 筏 義 人 , 立 石 哲 也 編 , 奥 野 攻 ψ M 旦 執 筆 ) , 2 0 0 0 年 6 月 ,
件 知 ア イ ビ ー シ ー
1 7 .  D e n t a l  M a t e r i a l s  a n d  T h e i r  s e ] e d i o n ,  T h i r d  E d i t i o n
W J . 0 ' B r i e n  編 ,  o s a m u  o k u n o  ( 分 担 執 筆 ) , 2 0 0 2 年 ,  Q u i n t e s s e n c e  p u b l i s h i n g
C O , 1 n c
1 8 .  c o s t 、 A 丘 o r d a b l e T i t a n i u m
O k a b e  T ,  K i k u c h i  M ,  o h k u b o  c ,  K o i k e  M ,  o k u n o  o ,  o d a  Y , 2 0 0 4 年 ,  T h e
M i n e r a l s ,  M e t a l s  &  M a t e r i a l s  s o c i e t y
Ⅱ
調 査 報 告 書 ( 科 研 費 報 告 書 な ど )
1 . 昭 和 6 0 年 度 ~ 昭 和 6 2 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 一 般 研 究 B ) 研 究 成 果 報 告 書
歯 科 精 密 鋳 造 用 チ タ ン 合 金 の 研 究 , ( 課 題 番 号  6 0 4 8 0 4 2 1 )
三 浦 維 四 , 浜 中 人 士 , 奥 野 攻 , 1 9 認 年 3 月
2 . 昭 和 6 2 年 度 ~ 平 成 元 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 一 般 研 究 B ) 研 究 成 果 報 告 書
チ タ ン 合 金 の 陶 材 焼 き 付 け に 関 す る 研 究 , ( 課 題 番 号  6 2 4 8 0 3 8 8 )
奥 野 攻 , 1 9 9 0 年 3 月
3.平成3年度~平成5年度科学研究費補助金(一般研究B)研究成果報告書
超塑性チタン合金による補綴物の成形に関する基礎的研究,(課題番号
03454447)
奥野攻,高田雄京,菊地聖史.1994年3月
4 平成5年度~平成7年度科学研究費補助金(一般研究C)研究成果報告書
焼結金属のクラウン・ブリッジへの応用に関する基礎的研究,(課題番号
05671617)
依田正信,奥野攻,石橋実,豊田丈爾,1996年3月
5.平成7年度~平成8年度科学研究費補助金(基盤研究B (2))研究成果報
告書
新しい機能性チタン合金の研究,(課題番号 07457464)
奥野攻,片倉直至,高田雄京,菊地聖史,1997年3月
6 平成7年度~平成9年度科学研究賓補助金(基盤研究B (2))研究成果報
告書
白金鉄磁石のクラウン・ブリッジへの応用に関する基礎的研究,信果題番号
07457465)
木村幸平,奥野攻,中山孝文,依田正信,笠原紳,毛取達郎,1998年3
月
7 平成7年度~平成9年度科学研究費補助金(基盤研究A)研究成果報告書
歯科用Fe・pt系永久磁石合金の閉発,(課題番号 07555505)
渡辺雅人,本問基文,奥野攻,木村幸平,中山孝文,1998年3月
3
8 平成Ⅱ年度~平成12年度科学研究費補助金(基盤研究B)研究成果報告書
生体用Fe・pt系磁性材料の開発,(課題番号 11555178)
中山孝文,渡辺雅人,奥野攻,1999年3月
9 平成12年度~平成14年度科学研究費補助金(基盤研究B (2))研究成果報
告書
快削性歯科用チタン合金の開発,信果題番号 12470411)
奥野攻,高田雄京,菊地聖史,木村幸平,片倉直至,2003年3月
10平成12年度~平成13年度科学研究費補助金(基盤研究C)研究成果報告書
口腔内腐食環境における異種金属材料共存の安全性に関する基礎解析,(課
題番号 12671釘1)
高田雄京,奥野攻,2002年3月
4Ⅱ . 平 成 1 3 年 度 ~ 平 成 1 4 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 基 盤 研 究 B ) 研 究 成 果 報 告 書
チ タ ン 合 金 の 陶 材 焼 付 前 装 冠 へ の 応 用 に 関 す る 研 究 , ( 課 題 番 号  1 3 4 7 0 4 0 9 )
依 田 正 信 , 今 甥 清 E 彦 , 木 村 幸 平 , 高 田 雄 京 , 奥 野 攻 , 2 0 0 3 年 3 月
1 2
平 成 1 4 年 度 ~ 平 成 1 7 年 度 科 学 研 究 豊 補 助 金 ( 基 盤 研 究 B ) 研 究 成 果 報 告 書
C A D / C A M  に よ る 白 金 鉄 磁 石 製 孤 材 生 ア タ ッ チ メ ン ト 製 作 シ ス テ ム の 構 築 ,
( 課 題 番 号  1 4 3 7 0 6 2 4 )
笠 原 紳 , 依 田 正 信 . 菅 笥 ・ 太 郎 , 奥 野 攻 . 菊 地 聖 史 , 林 栄 成 , 2 0 0 6 年 3
月
1 3
平 成 1 5 年 度 ~ 平 成 1 7 年 度 科 学 研 究 贅 補 助 金 ( 基 盤 研 究 B ) 研 究 成 果 報 告 書
白 金 釘 師 茲 石 合 金 を 用 い た 骨 組 織 の 再 生 伝 果 題 番 号  1 5 3 9 0 5 8 4 )
高 田 雄 京 , 奥 野 攻 , 越 後 成 志 , 菊 地 聖 史 , 高 橋 正 敏 , 2 0 0 6 年 4 月
1 4
平 成 1 5 年 度 ~ 平 成 1 7 年 度 科 学 研 究 賢 補 助 金
歯 科 C A D / C A M 用 快 削 性 チ タ ン 介 金 の 開 発 ,
奥 野 攻 , 木 村 幸 平 , 高 田 雄 京 , 依 田 正 信 ,
月
1 5 . 平 成 1 5 年 度 ~ 平 成 1 7 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 基 盤 研 究 B ) 研 究 成 果 報 告 書
チ タ ン 合 金 の 陶 材 焼 付 前 装 冠 へ の 応 用 に 関 す る 研 究 , ( 課 題 番 号  1 5 3 9 0 5 8 6 )
依 田 正 信 , 木 村 幸 平 , 高 田 雄 京 、 奥 野 攻 , 2 0 0 6 年 4 月
1 6 . 平 成 1 7 年 度 国 際 共 同 研 究 助 成 事 業 ( N E D 0  グ ラ ン ト ) 国 際 標 準 創 成 分 野
歯 科 用 磁 性 ア タ ッ チ メ ン ト の 最 適 化 と 国 際 標 準 の 創 成 中 問 評 価 机 告 書
( 提 案 書 番 号  0 5 1 S 0 5 1 )
奥 野 攻 , 木 内 陽 介 , 田 中 貴 信 , 水 谷 紘 , 細 井 紀 雄 , 高 田 雄 京 ' 石 上 友 彦 ,
A n g e ] O  A .  c a p u t o ,  T o r u  o k a b e , 2 0 0 7 年 4  河
Ⅲ
( 基 盤 研 究 B ) 研 究 成 果 報 告 書
住 果 題 番 号  1 5 3 9 0 5 8 5 )
菊 地 聖 史 , 高 橋 正 敏 , 2 0 0 6 年 4
研 究 論 文 ( 単 独 執 筆 ・ 共 同 執 筆 )
1
W 繊 維 を 含 む N の 引 張 り に よ る ひ ず み 分 布
三 浦 維 四 , 奥 野 攻 , 日 本 金 属 学 会 i 志 , 3 4 ( 1 2 ) : 1 2 0 1 - 1 2 0 7 , 1 9 7 0
2 . 微 小 引 張 試 験 機 の 試 作
奥 野 攻 , 医 用 器 材 研 究 所 報 告 , 4 : 7 5 - 7 8 , 1 9 7 0
3 . 短 繊 維 強 化 複 合 合 金 に お け る マ ト リ ッ ク ス の 機 械 的 性 質 と 微 視 力 学 機 構
奥 野 攻 , 三 浦 維 四 , 日 本 金 属 学 会 誌 , 3 7 四 ) : 1 0 3 1 - 1 0 3 7 , 1 9 7 3
4.爆着による金属と繊維の接着問題
見村邦彦,奥野攻,三浦旅隹四,医用器材研究所報告,6
5 潤滑摩耗における酸化膜の影縛
葉山房夫,奥野攻,鋳・研報告(早稲田大学鋳物研究所),27
1973
6.炭素繊維/アルミニウム系複合材利の作製とその機械的性質
見村15彦,奥野攻,三譜薪准四,日本金属学会誌.38(8):757ーフ61,1974
フ. W・N系短繊維強化合金における繊絲の相互作用一包囲型繊維分布の場合一
奥野攻,三浦維四,日木金属学会i志,39(8):フ73-フ78,1975
8. W・A1系短繊維強化合金における繊維の相互作用一重複型繊維分布の場合一
奥野攻,三浦維四,日本金属学会誌.39侶):フ79-784,1975
9、 W・A1系短繊維強化合金における繊維の相互作用一突合せ型繊絖分布の場
奥野攻、三浦維四,日本金属学会i志,39(8):785-791,1975
10セラミックウイスカーの繰返し引張強さ
奥野攻,三浦維四,日木金属学会誌,39a2):1261-1266,1975
金属の短繊維強化における繊維の相互作用に関する研究
奥野攻,学位論文,1976年3月
82-86,1973
11
5
12.モンテカルロシミュレーシヨンによる繊斜紡金化合金の破壊過程と強度の解析
奥野攻,三浦維四,Π木金属学会誌,42(フ):736-742,1978
13.モンテカルロ法による延性破壊のシミュレーション解杤
奥野攻,三浦維四,日本金属学会1志,44(12):1370-137フ,1980
14. CO・cr・M0合金球形粉の回転電極法による製造
奥野攻.三浦維四,医用器材'研究所報告,14:1-5,1980
15.磁性合金の補綴領域における応用(第1報)実用的枯度
水谷紘,石幡伸雄,藍稔,小島正信,原田Π背海,奥野攻.三浦維四,
日本補綴歯科学会条鋸志,25(4):687-694,1981
16.階井小焼付用 Pd、CO、N合金の研究
中野毅,奥野攻.三浦維四,山田宏秀,宮崎健,医用器材'研究所搾告,
15:1-15,1981
45-55,
?
61 7 . る 驫 陛 合 金 の 補 綴 領 域 に お け る 応 用 ( 第 2 邦 ) 根 面 維 持 装 置 と し て 使 用 し た 場
合 の 応 用 例
石 幡 伸 雄 , 水 谷 紘 , 藍 稔 、 奥 野 攻 , 三 浦 維 四 , 日 本 袖 綴 歯 科 学 会 ネ 峰 志 ,
2 6  ( 5 ) : 9 9 3 - 9 9 8 , 1 9 8 2
1 8 .  s t r a i n  A n a l y s i s  i n  D i s c o n t i n u o u s  F i b e r ・ R e i n f o T c e d  M e t a l s  u s l n g  M o i r e  G r i d
M e t h o d
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牛 田 富 之 , 吉 田 幸 子 , 筒 井 英 夫 , 歯 科 材 料 ・ ・ 器 械 , 5 ( 3 ) : 2 3 6 - 2 4 2 , 1 9 8 5
2 4 .  T h e  M e s h  M o n i t o r f o r  c a s t i n g  c h a r a d e r i z a t l o n
J . A . T e s k , 0 . o k u n o ,  R . w p e n n ,  S . H i r a n o ,  H . R . K a s e ,  N o b l e  M e t a l s  F a b r i c a t i o n s  &
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Workshop on Rare・Earth Magnets and Thei二 Applications ( 1 ), The society of
Non・traditional Tecn010部,167-174,1989.
ンダーによる歯科用サンドイッチ型磁性維持装置
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木 村 幸 平 , 日 本 補 綴 歯 科 学 会 ネ 編 志 , 4 3 ( 3 ) : 5 5 1 - 5 5 8 , 1 9 9 9
72Infrared Gold AⅡoy Brazing on Titanium and Ti・6A]・4V AI】oy surfaces and its
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8 3 . 口 腔 内 腐 蝕 環 境 に お け る 歯 科 用 金 属 材 料 ・ の 表 面 解 析 一 歯 科 用 ア マ ル ガ ム と チ
タ ン の 接 触 腐 食 に お け る チ タ ン 表 面 へ の 溶 出 イ オ ン 吸 着 一
高 田 雄 京 , 浅 見 勝 彦 , 奥 野 攻 , 新 素 材 設 計 開 発 施 設 共 同 利 用 研 究 報 告 書 ,
1 1 2 - 1 1 3 , 2 0 0 2 _
8 4 .  A d s 0 印 t i o n  o f R e l e a s e d l o n S  丘 o m  D e n t a l A m a l g a m s  o n  T i t a n i u m
K . A s a m i ,  Y T a k a d a , 0 . o k u n o ,  s u r f l n t e r f a c e  A n a l , 3 4 : 1 4 4 - 1 4 7 , 2 0 0 2
8 5 . 市 販 親 水 性 重 付 加 刑 シ リ コ ー ン ゴ ム 印 象 材 の 流 動 性
泉 田 明 男 , 細 谷 誠 , 片 倉 直 至 , 翌 原 紳 , 依 田 正 偏 , 奥 野 攻 , 木 村 ' 幸 平 ,
歯 科 キ オ 米 ト ・ 器 械 , 2 1 ( 5 ) : 2 7 8 - 2 8 4 , 2 0 0 2 .
8 6 .  M e c h a n i c a l  p r o p e r t i e s  a n d  M i c r o s t r u c t u r e s  o f  D e n t a l  c a s t  T i ・ A g  a n d  T i ・ C U
A Ⅱ o y s
M a s a t o s h i  T a k a h a s h i ,  M a s a f u m i  K i k u c h i ,  Y u k y o  T a k a d a ,  o s a m u  o k u n o ,  D e n t a l
M a t e r i a l s  J o u m a l , 2 1  ( 3 ) : 2 7 0 - 2 8 0 , 2 0 0 2
8 7 .  s u r f a c e  o x i d e  F i ] m s  o n  T i t a n i u m  A Ⅱ o y s  R e g e n a ' a t e d  i n  H a n k s '  s o l u t i o n
T a k a o  H a n a w a ,  s a c h i k o  H i r o m o t o ,  K a t s u h i k o  A s a m i ,  o s a m u  o k u n o ,  K e n z o
A s a 0 1 く a ,  M a t e r i a l s  T r a n s a d i o n s , 4 3  a 2 ) : 3 0 0 0 3 0 0 4 , 2 0 0 2
8 8 .  G a l v a n i c  c o r r o s i o n  o f  D e n t a l  A m a l g a m s  m  c o n t a c t  w l t h  T i t a n i u m  m  T e r m s  o f
R e l e a s e d  l o n s
Y u k y o  T a k a d a ,  s h i 、 D u k  L i m ,  K a t s u h i k o  A s a m i ,  K y o ・ H a n  K i m ,  o s a m u  o k u n o ,
M a t e r i a l s  T r a n s a c t i o n s , 4 3  a 2 ) : 3 1 4 6 3 1 5 4 , 2 0 0 2
8 9 .  D e n t a l  c a s t i n g  F e 、 p t  m a g n e t i c  a Ⅱ o y  f o t  R e m o v a b l e  p r o s t h e t i c  A P P ] 1 a n c e
T K a n n o ,  T N a k a y a m a , 0 . o k u n o ,  K . K i m u r a ,  T h e  J o u r n a l  o f t h e  J a p a n e s e  s o c i e t y
O f  M a g n e t i c  A p p l i c a t i o n  i n  D e n t i s t r y  ( p r o c e e d i n g s  o f  T h e  F i r s t  l n t e t n a t i o n a ]
C o n f e r e n c e  o n  M a g n e t i c  A p p l i c a t i o n  i n  D e n t i s t r y ) , 1 1  ( 1 ) : 8 2 - 9 1 , 2 0 0 2
90. corrosion Resistance of Magnetic stainless steel Keeper for Denta] Magnetic
Attachment
Osamu okuno, Yukyo Takada, MasafumiKikuchiand KoheiKimura, TheJournal
Ofthe Japanese society of Magnetic Application in Dentistry (proceedings of The
First lnternationa] conference on Magnetic Application in Dentistry),11 (1):
100-104,2002.
91、 castlng behavior ofti仏n川m a110ys in a centrifuga] casting machine
K.訊latanabe,0.Miyakawa, Y.Takada,0.okuno, T.okabe, Biomaterials,24
1737-1743,2003
92.10ns Released 丘om DentalAma]gams in contact with Titanium
Shi・Duk Lim, Yukyo Takada, Kyo・Han Kim and osamu okuno, DentalMaterials
JOU血al,22 a):96-110,2003
93. Mechanical properties and microstructuTes ofcast Ti、cu aⅡoys
Masafumi Kikuchi, Yukyo Talくada, seigo Kiyosue, Masanobu Yoda, Margaret
Woldu, zhuo cai, osamu okuno and Toru okabe, Dental Materia]S,19 (3)
174-181,2003
94. Grindability of cast Ti、cu al]oys
Masafumi Kikuchi, Yukyo Takada, seigo Kiyosue, Masanobu Yoda, Margaret
Woldu, zhuo cai, osamu okuno and Toru okabe, Dental M2terials,19 (5)
375-381,2003
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95. Grindability of Dent丑I cast Ti、Ag and Ti、CU A110ys
Masafumi Kikuchi, Masatoshi Takahashi, Toru okabe and osamu okuno, Dental
Materia]S Journal,22 (2):191-205,2003
96. Mechanical properties and Grindability of Denta] cast Ti、Nb A110ys
Masafumi KilくUchi, Masatoshi Takahashi and osamu okuno, Dental Materials
Jouma],22 (3):328-342,2003
97. Fundamenta11nvestigation about an optimum Design of crown and Bridge Made
Ofthe Fe・pt Magnetic Nloy using the lntegralE]ement Method、The 2nd Report
Nobuki shoji, Keisuke Nakamura, Taro Kanno, Masanobu Yoda, Masashi
Iakahashi, Koji Kusayana即, KoheiKimura, and osamu okuno, TheJournalofthe
Japanese society ofMagnetic Application in Dentistry,12 (2):16-20,2003
1 4
9 8 .  F u n d a m e n t a 1 1 n v e s t i g a t i o n  a b o u t a n  o p t i m u m  D e s i g n  o f  c r o w n  a n d  B d d g e  M a d e
O f t h e  F e 、 p t  M a g n e t i c  A 1 1 0 y  u s i n g  t h e  l n t e g r a l  E l e m e n t  M e t h o d , ・ T h e  3 r d
R e p o r t -
N o b u k i s h o j i ,  K o j i K u s a y a n a 即 ,  o s a m u  o k u n o ,  K o h e i K i m u r a , J J  M a g  D e n t , 1 3  ( 2 )
1 0 - 1 5 , 2 0 0 4
9 9
I m p r o v i n g  G r i n d a b i l i t y  a n d  w e a r  R e s i s t a n c e  o f T i t a n l u m  A Ⅱ o y s
T o r u  o k a b e ,  M a s a f u m i  K i k u c h i ,  c h i k a h i r o  o h k u b o ,  M a d e  K o i k e ,  o s a m u  o k u n o ,
Y u t a l く a  o d a ,  c o s t 、 A f f o r d a b l e  T i t a m i u m  s y m p o s i u m  D e d i c a t e d  t o  p r o f e s s o r
H a r v e y  F l o w e r ,  T M S  ( T h e  M i n e r a l s ,  M e t a l s  &  M a t e r i a l s  s o d e t y )  2 0 0 4 : 1 7 フ - 1 8 1 ,
2 0 0 4
1 0 0
M a c h i n a b i l i t y  E v a l u a t i o n  o f  T i t a n i u m  A Ⅱ o y s
M a s a f u m i  K i k u c h i  a n d  o s a m u  o k u n o ,  D e n t a l  M a t e r i a l s  J o u r n a l , 2 3  ( 1 ) : 3 7 - 4 5 ,
2 0 0 4 '
1 0 1 .  M a c h i n a b i l i t y  E v a l u a t i o n  o f  T i t a n i u m  A 1 1 0 y s  ( p a r t  2 ) - A n a l y s e s  o f  c U 比 i n g
F o r c e  a n d  s p i n d l e  M o t o r  c u r r e n t  -
M a s a f u m i  K i k u c h i  a n d  o s a m u  o k u n o ,  D e n t a l  M a t e r i a l s  J o u r n a l , 2 3  ( 4 ) : 6 2 1 - 6 2 7 ,
2 0 0 4 .
1 0 2
高 強 度 多 結 晶 酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム に 関 す る 基 礎 的 検 討 一 適 合 精 度 に っ い
て ー
三 浦 賞 子 , 稲 垣 亮 一 , 今 野 龍 彦 , 依 田 正 信 , 奥 野 攻 , 木 村 幸 平 , 歯 科 審 美 ,
1 6  ( 2 ) : 2 6 0 - 2 鉐 , 2 0 0 4
1 0 3
白 金 鉄 系 磁 石 を 用 い た ク ラ ウ ン ・ ブ リ ッ ジ の 最 適 設 計 に 関 す る 基 礎 的 研 究
積 分 要 素 法 に よ る 三 次 元 磁 場 解 析 を 用 い た 検 討
荘 司 伸 樹 , 笠 原 紳 , 木 村 幸 平 , 奥 野 攻 , 電 子 情 報 通 信 学 会 技 術 研 究 報 告
( M E  と バ イ オ サ イ バ ネ テ ィ ッ ク ス ) , 1 0 4  ( 4 2 9 ) : 1 7 - 2 0 , 2 0 0 4
1 0 4
白 金 鉄 系 磁 石 ク ラ ウ ン ブ リ ッ ジ の 最 適 設 引 ' に 関 す る 基 礎 的 検 討 一 三 次 元 磁 場
解 析 を 用 い た 着 磁 方 法 の 検 討 一
荘 盲 ] 伸 樹 , 木 村 幸 平 , 奥 野 攻 , 日 本 磁 気 歯 科 学 会 雑 誌 , 1 3 ( 1 ) : 1 8 - 2 6 , 2 0 0 4
1 0 5
白 金 鉄 系 磁 石 ク ラ ウ ン ブ リ ッ ジ の 最 適 設 計 に 関 す る 基 礎 的 検 討 一 三 次 元 磁 場
解 析 を 用 い た 外 冠 ・ 内 冠 の 最 適 設 定 の 検 討 一
荘 司 伸 樹 , 木 村 幸 平 , 奥 野 攻 , 日 本 磁 気 歯 科 学 会 雑 誌 , 1 3 ( 1 ) : 2 7 - 3 3 , 2 0 0 4 .
1 0 6
T h e  g r i n d a b i l i t y  a n d  w e a r  o f  T i ・ c u  a Ⅱ o y s  f o r  d e n t a l  a p p l i c a t i o n s
T o r u  o k a b e ,  M a s a f u m i  K i k u c h i ,  c h i k a h i r o  o h k u b o ,  M a T i e  K o i k e ,  o s a m u  o k u n o ,
Y u t a k a  o d a , J O M , 5 6 : 4 6 - 4 8 , 2 0 0 4
107. corrosion Behavior and Microstrudures ofExperimentalTi・AU AⅡoys
MasatoshiTakahashi, MasafumiKikuchi, Yukyo Takada, osamu okuno and Toru
Okabe, De址al Materials Joumal,23 (2):109-116,2004
108. Mechanical properties and Grindability ofExperimental Ti、AU A110ys
Masatoshi Takahashi, Masafumi Kikuchi and osamu okuno, Dental Materials
Journal,23 (2):203-210,2004、
109. The Thickness E丘ects ofTitanium castings on the surface Reaction Layer
Hisaji Kikuchi, Makoto onouchi, KohichiMiyanaga, Mitsuru wakashima, osamu
Okuno and Minoru Nishiyama, De址alMateda]SJoumal,23 (3):387-394,2004.
110.義歯床用レジンの吸水性と動的*胡単性
片倉直至,泉田明男,佐々木英夫,奥野攻,木村幸平,東北大学歯学雑1志,
23 (2):釘・72,2004
111. Mechanical properties of cast Ti・HfNloys
Hideki sato, Masafumi Kikuchi, Masashi Komatsu, osamu okuno, Toru okabe,
Wiley periodicals,1nc, J Biomed Mater Res paTt B: APPI Biomater,72B:362367,
2005
Ⅱ2.高強度多結晶酸化ジルコニウムに関する基礎的検討一適合精度にっいてー
兼田陽介,三浦賞子,稲垣亮・ー,依田正信,奥野攻,木村幸平,歯科審美,
17 (2):30-37,176-183,2005
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113. Electrochemicalproperties and Released lons ofAU・1.6mass%TiAⅡoy
Yukyo Takada, Masayukilto, Kohei Kimura and osamu okuno, DentalMateria]S
Joumal,24 (2):153-162,2005
114. Grindability of Dental Magnetic AⅡoys
Eisei Hayashi, Masafumi Kikuchi, osamu okuno and Kohei Kimura, Denta]
Materials Journal,24 (2):163-171,2005.
115. Fundamentannvestlgation Aboutan optimum Design ofcrown and Bridge Made
Ofthe pt・Fe Magnetic A110y using the lntegra] Element Method
Nobuki shoji, shinn Kasahara, osamu okuno, and Kohei Kimura, The Journal of
the Japanese sodety of Magenetic Application in Dentistry,14 (2):35-38,2005.
116. ceTamic Bonding strength ofAU、1.6Wt% TiAⅡoy
Masayukilto, Masafumi Kikuchi, osamu okuno and Kohei Kimura, Denta】
Materials Journal,24 (3):268-274,2005.
1 6
1 1 7
E 丘 e d  o f  H e a t  H i s t o t y  o n  t h e  c o r r o s i o n  o f  F e r r i t i c  S 始 i n l e s s  s t e e l s  u s e d  f o r
D e n t a l M a g n e t i c  A t t a c h m e n t s
Y U I く y o  T a k a d a  a n d  o s a m u  o k u n o ,  D e n t a l  M a t e r i a l s  J o u r n a l , 2 4  ( 3 ) : 3 9 1 - 3 9 7 , 2 0 0 5
1 1 8
E l a s t i c  m o d u l i  o f  c a s t  T i ・ A U ,  T i ・ A g ,  a n d  T i ・ c u  a Ⅱ o y s
M a s a f u m i  K i k u c h i ,  M a s a t o s h i  T a k a h a s h i ,  o s a m u  o k u n o ,  D e n t a l  M a t e r i a l s : 1 - 6 ,
2 0 0 5 .
1 1 9 .  E l e c t r o c h e m i c a l  c h a r a d e r l z a t i o n  o f  c a s t  T i ・ H f b i n a r y  a Ⅱ o y s
Z .  c a i ,  M .  K o i k e ,  H .  s a t o ,  M .  B r e z n e r ,  Q  . G U O ,  M .  K o m a t s u , 0 .  o k u n o ,  T  o k a b e ,
A c t a  B i o m a t e r i a l i a , 1 : 3 5 3 3 5 6 , 2 0 0 5
1 2 0 .  c o r r o s i o n  c h a r a c t e r i s t i c s  o f a ・ T i a n d  T i 2 C u  c o m p o s i n g  T i ・ C U  A Ⅱ o y s
Y u k y o  T A I く A D A  a n d  o s a m u  o k u n o ,  D e n t a l  M a t e r i a l s  J 0 唖 n a l , 2 4  ( 4 ) : 6 1 0 - 6 1 6 ,
2 0 0 5
1 2 1
E v a l u a t i o n  o f  T i 、 c r 、 C U  A Ⅱ o y s  f o r  D e n t a l  A p p l i c a t i o n s
M a r i e  K o i k e ,  M a s a y u k i l t o h ,  o s a m u  o k u n o ,  K o h e i  K i m u r a ,  o s a m u  T a k e d a ,  a n d
T o r u  o k a b e ,  J o u r n a l  o f  M a t e r i a l s  E n g i n e e r i n g  a n d  p e r f o r m a n c e , 1 4  ( 6 ) : フ 7 8 - 7 8 3 ,
2 0 0 5
1 2 2 . 白 金 鉄 磁 石 合 金 お よ び る 惣 陛 ス テ ン レ ス 鋼 の 研 削 性
林 栄 成 , 高 橋 正 敏 , 菊 地 聖 史 , 奥 野 攻 , 木 村 幸 平 , 日 本 磁 気 歯 科 学 会 雑
三 士
1 4  ( 1 ) : 3 0 3 8 , 2 0 0 5
1 ι L 、 ,
1 2 6 .  E l e c t r o c h e m i c a l  b e h a v i o r  o f  c a s t  T i ・ A g  a 1 1 0 y s
M a s a t o s h i  T a k a h a s h i ,  M a s a f u m i  K i k u c h i ,  Y u k y o  T a k a d a ,  T o r u  o R a b e ,  o s a m u
O k u n o ,  D e n t  M a t e t J , 2 5  ( 3 ) : 5 1 6 - 5 2 3 , 2 0 0 6
1 2 3 .  G r i n d a b i l i t y  a n d  m e c h a n i c a l  p r o p e r t l e s  o f  e x p e r i m e n t a l  T i ・ A U ,  T i ・ A g  a n d  T i ・ C U
a Ⅱ o y s
M a s a t o s h i  T 2 k a h a s h i ,  M a s a f u m i  K i k u c h i ,  Y u k y o  T a k a d a ,  o s a m u  o k u n o ,
I n t e r n a t i o n a l  c o n g r e s s  s e r i e s , 1 2 8 4  ( 2 0 0 5 ) : 3 2 6 - 3 2 7 , 2 0 0 5
1 2 4 .  c o r r o s i o n  b e h a v i o r  o f t h e  s t a i n l e s s  s t e e l  c o m p o s i n g  d e n t a l  m a g n e t i c  a t t a c h m e n t s
Y u k y o  T a k a d a ,  K e i s u k e  N a k a m u r a ,  K o h e i  K i m u r a ,  o s a m u  o k u n o , 1 n t e r n a t i o n a l
C o n g r e s s  s e r i e s , 1 2 8 4  ( 2 0 0 5 ) : 3 1 4 - 3 1 5 , 2 0 0 5
1 2 5 .  A  s t u d y  o n  t h e  c o m p u t e r  a i d e d  m a n u f a c t u r i n g  s y s t e m  u t i Ⅱ Z i n g  t h e  t e t r a g o n a l
S t a b i l i z e d  z l r c o n 1 且
S .  M i u T a ,  R . 1 n a g a k i , 0 .  o k u n o ,  K .  K i m u r a , 1 n t e r n a t l o n a l  c o n g r e s s  s e r i e s , 1 2 8 4
( 2 0 0 5 ) : 3 1 6 - 3 1 7 , 2 0 0 5
127. Elastic modu]i of cast Ti・AU, Ti・Ag, and Ti・cu aⅡoys
Masafumi Kikuchi, Masatoshi Takahashi, osamu okuno, Dent Mater,22 (フ)
641-6462006
128Grindability of cast Ti・Hf aⅡoys
Masafumi Kikuchi, Masatoshi Takahashi, Hideki sato, osamu okuno, Nunn
Mattha E, Toru okabe, J Biomed Mater Res B APP] Biomater,フ7 a):3438,2006
129Age、hardening and telated phase transformation in an experimenta] Ag・CU-pd・
Au aⅡoy
HyoJoung se01, Doung・Hun 上ee, Hee・Kyung Lee, Yukyo Takada, osamu okuno,
Yong Hoon Kwon, Hyung・11 Kim, Journal of AⅡoys and compounds,407:
182-187,2006.
130Orthodontic buccaltooth movement by nickel・丘ee titamum・based shape memory
and superelastic a110y wire
Akihiro suzuki, Hiroyasu Kanetaka, Yoshinaka shimizu, Ryo Tomizuka, Hideki
Hosoda, shuichi Miyazaki, osamu okuno, Kaoru lgarashl, Hideo Mitani, Angle
Orthod,76 (6):1041-1046,2006
131歯冠用硬質レジンのレオロジーに関する研究
泉田明男,友田浩三、木村幸平,小松正志,奥野攻,日本ネ朧妾歯科学会雑
毛士 50 (3):396-404,2006ルL、,
17
134. Electrochemical behavior and released ions 0丘he stainless steels used for dental
magnetica杜achments
Y Talくada, N. Takahashi and o. okuno, The J0山'na】 ofthe Japanease society of
Magnetic Application in Dentistry,16 (2),49-52,2007
132.Fit of metal ceramic crowns cast in AU-1.6 Wt% Ti a110y for di丘erent abutment
flnlsh line curvature
Jianxiang Tao, Masanobu Yoda, KoheiKimU始, osamu okuno, Dent Mater,22 (5):
397-404,2006.
133CAD/CAM システムにより製作したクラウンのテーパーが適合性に与える影
郷
力朋攝裕光,友田浩三,丹町酬新二,笠原紳,木村幸平,奥野攻,日本歯科
技工学会判締志,27:121-127,2006
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G a l v a n i c  c o r r o s i o n  b e t w e e n  d e n t a l  p r e c i o u s  a 1 1 0 y s  a n d  m a g n e t i c  s t a i n l e s s  s t e e l s
U s e d  f o r  d e n t a l  m a g n e t i c  a t t a c h m e n t s
N o r i k o  T a k a h a s h i ,  Y u k y o  T a k a d a  a n d  o s a m u  o k u n o ,  D e n t a l M a t e r i a l s J o u r n a l , 6 n
P r e s s )
Ⅳ . 口 頭 発 表 ( 学 会 講 演 )
A . シ ン ポ ジ ウ ム , セ ミ ナ ー , 特 別 講 演
1 . ウ イ ス カ ー の 斗 寺 陛 と 試 野 灸 法
三 浦 維 四 , 奥 野 攻 , 日 本 科 学 技 術 連 盟 第 2 回 複 合 材 料 シ ン ポ ジ ウ ム , 1 9 6 9
年 9  阿 , 東 京
2 . モ ア レ 法 に よ る 繊 維 強 化 金 属 材 料 の ひ ず み 分 布 の 測 定
三 浦 維 四 , 奥 野 攻 , 第 1 4 回 材 料 研 究 連 合 講 演 会 , 複 合 材 料 ・ の 弾 塑 性 , 強 度 ,
疲 労 , 劣 化 シ ン ポ ジ ウ ム , 1 9 7 0 年 9 月 , 京 都
3 . 複 合 材 料 の 理 論 と 実 際
三 浦 維 四 , 奥 野 攻 , 日 本 金 属 学 会 分 散 強 化 型 合 金 シ ン ポ ジ ウ ム , 招 待 講 演 .
1 9 7 2 年 2 月 . 東 京
4 . 金 属 の " 繊 維 強 化 " に 関 す る 微 視 力 学 的 研 究
三 浦 維 四 , 奥 野 攻 , 日 本 材 料 科 学 会 第 9 回 研 究 発 表 会 シ ン ポ ジ ウ ム 「 期 待
さ れ る 複 合 材 料 d , 1 9 7 2 年 1 2 月 、 東 京
5 . 金 属 系 複 合 材 料 の 製 法 , 特 性 お よ び 用 途
奥 野 攻 , 日 本 粉 体 工 業 協 会 技 術 講 座 , 1 9 7 6 年 1 1 月 , 東 京
6 . 粒 子 分 散 合 金 の 延 陛 破 壊 に 関 す る モ ン テ カ ル ロ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
奥 野 攻 , 三 浦 維 四 , 日 本 複 合 材 料 学 会 第 5 回 複 合 材 料 シ ン ポ ジ ウ ム , 1 9 7 9
年 Ⅱ 月 , 東 京
7 バ イ オ メ タ ル に つ い て
奥 野 攻 , 日 本 金 属 学 会 関 東 支 部 会 講 演 会 , 1 9 8 2 年 6 月 , 東 京
多 孔 性 チ タ ン の 製 法 と 用 途
奥 野 攻 , 日 本 機 械 学 会 講 習 会 , 軽 量 化 ・ 小 型 化 の た め の 材 料 と 加 工 , 1 9 8 3
年 9 月 , 東 京
8
9.回転電極法による金属粉製造技術
奥野攻,粉体粉末冶金協会第5回最新の粉末冶金技術講座,1987年9月,
東京
10. New porous zirconium・Titanium AⅡoysforlmplants
0.okuno, UK・Japan Meeting on Biomaterials, octobeT,1987, Tokyo
Ⅱ.生体内金属材料
奥野攻,腐食防食恊会昭和63年度通常総会特別講演,1988年2月,東京
12. Titan川m castlng m Dentistry
0.okuno, AcademiCバndustry Joint con丘erence 1988, Mar.,1988, san Antonio,
Texas u.S.A
13. Titanium AⅡoys in Dentistry
0.okuno, H.11amanaka,1.Miura, The First symposium of lnstitute for Medical
and Dental Engineering ・ commemoratlve Biomaterial symposium of professor
Miura'S Retirement, April,1988, Tokyo.
14. super・elastic Ni・Ti AⅡoy for Dental use ・ Dental casting and orthodontic
Archwire
T.Yoneyama,0.okuno, H.Hamanaka,1nternationa] 1mplant symposium in
Nagoya, Aptil,1990, Nagoya
15.チタン,および金属の腐食
奥野攻,日本歯科理工学会関東支部会オープンフォーラム,1990年3月
東京
16.チタンとその合金について
奥野攻,平成3年度日本歯科理工学会北海道・東北支音部刑惨会,1991年8
月.岩手
17.チタンの歯科応用とその問題点
奥野攻,四国歯学会,1996年9月1日,徳島
18. The outlook for AⅡoys in Dentistry
0.okuno, Third lnternational congress on Dental Materjals, November 5,1997,
Hawaii
19
歯科鋳造用の新しいチタン合金について
高田雄京,岡部徹,奥野攻,第111回歯科チタン研究会,1998年2月1日,
大阪
19
2 0
2 0
生 体 用  T i 、 1 5 M O - 2 . 8 N b 、 0 . 2 S i  合 金 の 歯 科 ・ 鋳 造
奥 野 攻 , 高 田 雄 京 . 飯 島 一 法 . 岡 部 徹 , 渡 辺 郁 哉 , 第 1 2 回 歯 科 チ タ ン 研
究 会 , 1 9 9 9 年 2  打 2 0 日 , 千 葉
パ ラ ジ ウ ム を 含 ま な い 生 体 新 チ 小 性 合 金 の 特 性
奥 野 攻 , 日 本 歯 科 理 工 学 会 , 日 本 ネ 酬 畷 歯 科 学 会 共 催 シ ン ポ ジ ウ ム , 1 9 9 9 年
4 月 2 日 . 川 崎
陶 材 築 盛 の 自 動 化 に よ る 歯 科 用 C A D / C A M シ ス テ ム の 開 発
菊 地 聖 史 , 奥 野 攻 , 第 1 6 回 ラ ピ ッ ド ・ プ ロ ト タ イ ピ ン グ シ ン ポ ジ ウ ム 、
1 9 9 9 年 5  見 2 7 日 , 広 島
抗 ア レ ル ギ ー 性 歯 科 用 鋳 造 合 金 の 開 発
奥 野 攻 , 第 1 2 5 回 日 本 金 属 学 会 オ ー バ ー ビ ュ ー 講 演 , 1 9 9 9 年 H 月 2 2 日 , 金
沢
生 体 用 磁 陛 材 料 の 腐 食 挙 動
奥 野 攻 , 第 1 2 6 1 回 腐 食 防 食 シ ン ポ ジ ウ ム , 1 9 9 9 年 1 2 月 3 日 . 東 京
チ タ ン 鋳 造 床 義 歯 の 問 題 点 を 探 る 一 純 チ タ ン  V S チ タ ン 合 金 鋳 造 の 現 状 と
将 来
奥 野 攻 , 歯 科 チ タ ン 研 究 会 , 2 0 0 0 年 2 月 1 9 日 、 鶴 見
後 気 生 ア タ ッ チ メ ン ト の 腐 食 学
奥 野 攻 , 第 1 4 回 エ ム ・ イ ー 学 会 秋 期 大 会 オ ー ガ ナ イ ズ ド セ ッ シ ョ ン , 2 0 0 0
年 1 0 月 2 6 日 , 徳 島
歯 科 用 快 削 チ タ ン 合 金 の 開 発
高 田 雄 京 , 菊 地 聖 史 , 奥 野 攻 、 日 本 金 属 学 会 , 2 0 0 0 年 1 1 月 6 日 , 東 京
M a c h m a b i l i t y  o f e x p e r i m e 址 且 l t i t a m u m  a Ⅱ o y s
M . K i l く U c h i ,  M . T a k a h a s h i ,  Y . T a k a d a ,  K 、 1 i j i m a , 0 . o k u n o ,  T h e  F i f t h  l n t e r n a t l o n a l
S y m p o s i u m  o n  T i t a n i u m  i n  D e n t i s t r y , 2 0 0 1 .  J u n . 3 0 , 2 0 0 1 ,  c h i b a ,
B o n d  s t r e n g t h  o f p o r c e l a i n  t o  E x p e n m e n t a l T i t a n i u m  A Ⅱ o y s
M . Y o d a ,  T . K o n n o ,  Y T a k a d a ,  J . G r i g g s , 0 . o k u n o ,  K . K i m u r a ,  T . o k a b e ,  T h e  F i f t h
I n t e T n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o n  T i t a n i u m  i n  D e n t i s t T y ,  J u n . 3 0 , 2 0 0 1 ,  c h i b a
C l i n i c a l  a p p 】 i c a t i o n  a n d  b i o ・ s a f e t y  o f A U ・ T i  a Ⅱ o y s
0 . T u j i m o t o ,  M . o t s u k a , 0 . o k u n o ,  K . K i m u r a ,  T h e  F i r s t l n t e r n a t i o n a l  M e e t i n g  o n
T i t a n i u m  i n  D e n t a ]  T e c h n 0 1 0 g y  J u n . 3 0 J u l y . 1 , 2 0 0 1 ,  c h i b a
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31チタ
小田
学会,
ンおよびチタン合金の応用と進展
塙隆夫,奥野攻,米山隆之,dl]占聖.,
2001年10月20日,福岡
32
耳剥ヒ支部夏期セミナー,2002年7
37
「銹造用金銀パラジウム合金に関する歯科理工学的研究実態と,それに代わ
りうる歯利1オ料の研究の現状について」 1)代茗寸オ料の可能性と銀銀パラジ
ウム合金の文献調査2)金銀パラジウム合金に近接した基本的合金組成の
データベースの構築①合金組成の決定と試作合金について②試作合金の性質
について
根本君也,大野弘機,奥野攻,小田If11 商橋純造,久恒チⅢ導,吉田隆一,」三コ!.,
侭田浩一,高橋利勝,佐藤敏明、窪田隆夫,野原建,成瀬重靖.飯塚恵文,
東京第39回日本歯科・理工学会,2002年4月13Π,
33最近の非金属系歯科用合金の動向
奥野攻,特別講座,平成14年度北海道
月20日,小樽
岡崎義光,第38回日本歯科理工
34Impr0Ⅵng gnndabⅡity and wem'resistance oftitanium aⅡoys
Toru okabe, MaS丑fumi Kikuchi, chikahiro ohkubo, MaTie Koike, osamu okuno,
Yutaka oda, TMS Annual Meeting and Exhibition, March.14-18,2004, charlotte,
NC
35
10n re]ease 丘om dental magnetlc attachments
M. Koike, T. okabe, Y T丑1姐da and o. okuno, NEDo lnternational symposium
Development and st丑ndardization of the Denta] Magnetic Attachment, oct.29,
2006, Takamatsu
21
Development and standardlzation 0丘he denta】 magnetic attachment
0. okuno, Y. Kinouchi, Y Tanaka, H. Mizutani, T Hosoi, Y Takada, T lshigami, A.
Caputo and T. okabe, NEDo lnternationa】 symposium: Development and
Standardization 0丘he DentalMagnetic Attachment, oct.29,2006, Takamatsu.
38. corrosion resistance and biocompatibi]ity of denta】 magnetic attachments
Osamu okuno, The 2nd lnternational symposium for lnterface oTal Health
Sdence in sendai, February 18-19,2007, sendai
36Electrochemical behavior and released ions of the stainless steels fot use of
dentalmagnetic attachments
Y Takada, M. Koike, T okabe and o. okuno, NEDo lnternationa] symposium
Development and standardization of the Denta] Magnetic Attachment, oct.29,
2006, Takamatsu
2 2
3 9 .  E l e C 比 O c h e m i c a 】  b e h a v i o r  a n d  r e l e a s e d  i o n s  o f t h e  s t a l n l e s s  s t e e l s  u s e d  f o T  d e n t a l
m a g n e t i c  a t t a c h m e n t s
Y . T a k a d a ,  N . T a k a h a s h i  a n d  o . o k u n o , 6 t h  l n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n  M a g n e t i c
A p p l i c a t i 0 船  i n  D e n t i s t r y  σ S M A D ) ,  M a r . 1 - 2 0 , 2 0 0 7 .  T a l く a m a t s u
如 . 新 規 医 療 用 バ イ オ マ テ リ ア ル と し て の 磁 性 合 金 の 耐 食 性 と 生 体 適 合 一 そ の 開
発 と 標 準 化 の 道 程 一 ・
奥 野 攻 , 第 4 回 東 北 大 学 バ イ オ サ イ エ ン ス シ ン ポ ジ ウ ム ー 生 命 科 学 研 究 最
前 線 基 礎 か ら 応 用 ヘ ー , 2 0 0 7 年 6 月 4 日 、 仙 台
4 1 .  D e v e 】 o p m e 址  o f t i 始 n i u m  a 1 1 0 y s f o r  d e n t a l c A D / C A M
0 .  o k u n o ,  M .  K i k u c h i ,  M .  T a k a h a s h i ,  Y .  T a k a d a ,  H .  s a t o ,  R . 1 n a g a l d ,  T h e  6 t h
I n t e r n a t i o n a l s y m p o s i u m  o n  T i t a n i u m  i n  D e n t i s t r y  J u n e  5 , 2 0 0 7 ,  K y o t o
4 2 、  D e v e l o p m e n t  o f a  n e w  d e n t a l t i t a n l u m  a l ] o y  w i t h  i m p r o v e d  m a c h i n a b i l i t y
M .  K i k u c h i ,  M .  T a k a h a s h i ,  Y  T a k a d a , 0 .  o k u n o ,  T h e  6 t h  l n t e r n a t i o n a l s y m p o s i u m
O n  T 北 a n i u m  i n  D e n t i s t r y , J u n e  5 , 2 0 0 7 ,  K y o t o
4 3 .  R e l e a s e d  i o n S  丘 o m  c a s t  T i ・ A g  a 1 1 0 y s  i n  N a c 】  s o l u t i o n
M .  T a k a h a s h i ,  Y  T a k a d a ,  M .  K i k u c h i , 0 .  o k u n o ,  T h e  6 t h  l n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m
O n  T i t a n i u m  i n  D e n t i s t r y  J u n e  5 , 2 0 0 7 ,  K y o t o
4 4 .  T i t a n i u m  f o r  m a n d i b u l r a r  r e m o v a b 】 e  d e n t u r e  b a s e s :  A  d i n i c a l  r e p o r t
A .  T s u b o i ,  Y .  T a k a d a , 0 .  o k u n o ,  M .  w a t a n a b e ,  T h e  6 t h  l n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m
O n  T i t a n i u m  i n  D e n t i s t t y ,  J u n e  5 , 2 0 0 7 ,  K y o t o
4 5 .  M e c h a n i c a l  p r o p e r t i e s  o f r e c y d e d  c p  u t a n i u m  a f t e r  c a s t i n g
H .  s a t o ,  B .  s h a o , 0 .  o k u n o ,  T .  o k a b e ,  M .  K o m a t s u ,  T h e  6 t h  l n t e r n a t i o n a l
S y m p o s i u m  o n  T i t a n i u m  i n  D e n t i s t r y , J u n e  5 , 2 0 0 7 ,  K y o t o
4 6 .  T h e  b o n d  s t r e n g t h  o f p o r c e l a i n  t o  c A D / C A M  m a c h i n e d  p u r e  t i 始 n i u m
R . 1 n a g a R i ,  M .  Y o d a ,  M .  K i k u c h i ,  K .  K i m u r a , 0 .  o k u n o ,  T h e  6 t h  l n t e r n a t i o n a l
S y m p o s i u m  o n  T i t a n i u m  i n  D e n t i s t r y , J u n e  5 , 2 0 0 7 ,  K y o t o
4 7 .  E f f e c t s  o f  b e t a ・ s t a b i 】 i z i n g  e 】 e m e n t s  o n  t h e  c h a r 2 C t e r i s t i c s  o f  b l n a r y  t i t a n l u m
a 1 1 0 y s
Y  T a k a d a ,  M .  K i k u c h i ,  M .  T a k a h a s h i , 0 .  o k u n o ,  T h e  6 t h  l n t e r n a t i o n a l s y m p o s i u m
O n  T i t a n i u m  i n  D e n t i s t r y ,  J u n e  5 , 2 0 0 7 ,  K y o t o
4 8 .  E 丘 e c t s  o f  a  s t a t i c  m a 即 e t i c  f i e l d  o n  o s t e o g e n e s i s  i n  v i v o
Y  T a k a d a ,  M .  K i k u c h i ,  M .  T a k a h a s h i , 0 .  o k u n o ,  s y m p o s i u m  o n  t h e  N a n o  p a r i d e
a n d  H i g h l y ・ f u n c t i o n a 1 1 n t e r f a c e  s c i e n c e ,  A u g . 9 - 1 0 , 2 0 0 7 / 0 8 / 2 6 ,  Y a m a g a t a
49.海外製磁陛アタッチメントの内音肘蒜造と材質
高田雄京,奥野攻, NED0 グラントシンポジウム
メント,2007年11月18日,東京
B 一般講演
1.繊維を含む金属の引張による応力分布
三浦維四,奥野攻,岡田健,日本金属学会第66回大会,1970年4月,東
2.繊維複合材料のマイクロメカニックス的研究(第2對D
奥野攻,三浦維四,日本金属学会第68回大会,1971年4月,東京
3.金属マトリックス中の紬絲能の相互作用,
奥野攻,三浦維四,田中述夫,日本金属学会第71回大会,1972年10月,名
古屋
4.短繊維強化合金における繊維の重なりとひずみ分析
奥野攻,三浦維四,材料科学会昭和49年度学術講演会,1974年5月,東京
5.セラミックウイスカーの繰返し引張強さ
三浦維四,奥野攻,日本金属学会第76回大会,1975年4月,東京
6.金属マトリックス中の繊維の相互作用
奥野攻,三浦維四,日本複合材料学会第5回月価怖升究会,1975年10月,東
昂
海外の磁性アタッチ
23
10
フ. モンテカルロ・シミュレーションによる複合合金の強度と破壊の解析(第1
幸及)繊維強化の場合
奥野攻,三浦維四,日本金属学会第80回大会.1977年4月,東京
モンテカルロシミュレーションによる延性破壊解析の試み
奥野攻,三浦維四,日本金属学会第82回大会,1978年4河,東京
回転電極法によるチタン,ジルコニウム球形粉の製造について
奥野攻,三浦維四,日本金属学会第84回大会,1979年4月,東京
モンテカルロシミュレーションによる延性破壊解析一せん断クラックと内部
ネッキング
奥野攻,三浦維四,日本金属学会第84回大会,1979年4月,東京
8
9.
?
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Ⅱ . 歯 利 用  P d 、 C O 、 N i 系 磁 性 合 金 の 研 究
原 田 晴 海 , 奥 野 攻 , 三 浦 維 四 , 宮 崎 健 , 山 田 宏 秀 , 第 3 6 回 歯 科 理 工 学 会
学 術 謡 演 会 , 1 9 7 9 年 5 月 , 長 野
1 2 . パ ラ ジ ウ ム 基 3 元 ア マ ル ガ ム 合 金 に 関 す る 研 究 ( 第  1 報 ) 一 粒 度 及 び 牙 劣 1 犬 に
よ る 寸 法 変 化 と 機 械 的 性 質 一
安 村 庸 . 浜 中 人 士 , 奥 野 攻 , 三 浦 維 四 , 第 3 6 回 歯 科 理 1 〔 学 会 学 術 講 演 会 .
1 9 7 9 年 5 月 , 長 野
1 3 . パ ラ ジ ウ ム 基 3 元 ア マ ル ガ ム 合 金 に 関 す る 研 究 ( 第 2 , 田 一 耐 食 性 に つ い
て ー
安 村 職 , 浜 中 人 士 , 奥 野 攻 , 三 浦 維 四 , 第 3 6 同 歯 科 理 工 学 会 学 列 弄 絹 寅 会
1 9 7 9 年 5  河 , 長 野
N '  N i 介 金 と 陶 材 と の 焼 付 け に 関 す る 基 礎 的 研 究 一 特 に C r , C 0 添 加 の 影 響 に つ
し 、  L  -
川 崎 泰 , 奥 野 攻 , 中 野 毅 , 三 浦 維 四 , 第 3 6 回 歯 科 理 . 工 学 会 学 術 講 演 会 ,
1 9 7 9 年 5 月 , 長 野
1 5 . チ タ ン 合 金 お よ び ジ ル コ ニ ウ ム 合 金 の 医 歯 学 的 応 用 第 1 報 球 形 粉 の 製 造
と そ れ に よ る 多 孔 性 材 1 斗 に つ い て
三 浦 維 四 , 奥 野 攻 , 川 原 春 幸 , 中 村 正 明 , 今 井 弘 一 , 第 1 回 日 本 バ イ オ マ
テ リ ア ル 学 会 大 会 , 1 9 7 9 年 9 月 , 仙 台
1 6 . チ タ ン 合 金 お よ び ジ ル コ ニ ウ ム 合 金 の 医 歯 学 的 1 , 6 用 第 2 蝦 組 織 接 着 性
( な じ み ) に つ い て  G n v i t r o )
今 井 弘 一 , 川 原 春 幸 . 中 村 正 明 . 三 浦 維 四 . 奥 野 攻 . 第 1 回 Π 本 バ イ オ マ
テ リ ア ル 学 会 大 会 , 1 9 7 9 年 9 月 , 仙 台
1 7 . 歯 科 用  P d 、 C O 、 N i 系 磁 性 合 金 の 研 究 ( 第 2 祁 )
原 田 暗 海 , 奥 野 攻 , 三 浦 維 四 , 轄 稔 , 水 谷 紘 , 石 幡 伸 雄 , 加 賀 谷 忠 お す ,
小 島 正 信 , 宮 崎 健 . 山 田 宏 秀 , 第 3 8 回 歯 科 理 工 学 会 学 術 講 演 会 , 1 9 8 0 年 5
月 , 東 京
1 8 . 歯 科 用  P d 、 C O ・ N i 子 Ⅷ 驫 陛 合 金 の 研 究 ( 第 3 幸 田
中 野 毅 , 奥 野 攻 , 三 浦 維 四 , 宮 崎 健 , 山 田 宏 秀 , 筒 井 英 夫 , 佐 々 木 英 樹 ,
木 内 陽 ・ 介 , 第 3 8 回 歯 科 理 工 学 会 学 術 講 演 会 , 1 9 8 0 年 5 月 , 東 京
1 9 . チ タ ン 合 金 お よ び ジ ル コ ニ ウ ム 合 金 の 医 歯 学 的 応 用 第 3 報 多 孔 性 生 体 材
料 の 機 な 舶 り 性 質 に つ い て
三 浦 緋 四 , 奥 野 攻 , 川 原 春 幸 , 今 井 引 、 ー , 中 村 正 明 , 第 2 回 バ イ オ マ テ リ
ア ル 学 会 大 会 , 1 9 8 0 年 9 月 , 東 京
20均一核生成一成長モデルによる凝固組織形態のコンピューターシミュレー
ション
三浦縦四,森福孝、奥野攻,日本金属学会第釘回大会,1980年10月,福
岡
る惣性合金の祁沸那則或における応用(第1報)一実用的精度一
稔,原田晴海,奥野攻.三浦維四,日木補綴歯石幡伸雄,水谷紘,,モ
科学会東海支部学会,1980年10月,名古屋
多孔性チタンおよびジルコニウムインプラントの研究
奥野攻,原田晴海,三浦維四,川原春幸,中村正明,今リ卞弘一,第40回歯
科理工学会学術講演会,19雛年5月.徳島
る惣性合金の基礎的研究
石幡侶功荘,水谷紘,弦稔,三浦維四,奥野攻,原田時海,顎顔面相i綴
学会講演,1981年6月.東京
磁性合金の補綴領域における応用(第2宰碕根面維持装置として使用した場
合の応用例
石幡伸雄,水谷紘,藍稔,原田晴海,奥野攻,三浦維四,日本補綴歯
科学会学外丁大会.1981年10月,東京
銹造用 Pd・CO・Ni系磁性合金の研究
奥野攻,三淋絲隹四,原田晴海,原正明,宮崎健,山田宏秀,第3回日
本バイオマテリアル学会大会,1981年11月,京都
セレン添加によるアマルガムの安全化に関する研究
粂非康弘,佐藤温重,奥野攻,三浦維四,第41回歯科理工学会学術講演会,
1981年11月,東京
金属複合材料・における破壊のモンテカルロシミュレーション
奥野攻,日本複合材料学会第50回月価肺升究会,1982年1月,東京
セレン添加によるアマルガムの安全化に関する研究(第2字勵ーセレン添加
アマルガム合金についてー
奥野攻,中野毅,三浦維四,粂井康宏,佐藤温重,第1回Π本歯科,理工
学会学術講演会,1982年4月,東京
歯科用AU・CO・Ni矛゛姦姓合金の研究(第1幸田
原正明,奥野攻,三浦維四,石帳イ申雄、水谷紘,藍稔,岡暢,
宮崎健,第2回日本歯科理工学会学術講演会,1982年10河,札幌
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3 0 .  s t t a i n  A n a l y s i s  i n  D i s c o n t i n u o u s  F i b e r  R e i n f o r c e d  M e t a l s  u s i n g  t h e  M o i r e  G r i d
M e t h o d
0 . o k u n o , 1 . M i u r a , 1 n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n  c o m p o s l t e  M a t e r i a ] S ・ 1 Υ  O c t o b e r ,
1 9 8 2 ,  T o k y o .
3 1 . チ タ ン 合 金 お よ び ジ ル コ ニ ウ ム 合 金 の 医 歯 学 的 応 用 ( 第 4 報 ) 多 孔 性 生 体 材
1 斗 の 応 力 解 析 に つ い て
浅 岡 憲 三 , 桑 山 則 彦 , 奥 野 攻 , 三 浦 維 四 , 今 井 弘 一 , 川 原 春 幸 , 第 4 回 日
本 バ イ オ マ テ リ ア ル 学 会 大 会 , 1 9 8 2 年 1 1 月 , 東 京
3 2 . セ レ ン 添 加 に よ る ア マ ル ガ ム の 安 全 化 に 関 す る 研 究 ( 第 3 幸 R )  A g ・ s n ・ C U ・ s e
合 金 粉 に よ る ア マ ル ガ ム
奥 野 攻 , 中 野 毅 , 三 浦 維 四 , 粂 井 康 宏 , 佐 藤 温 重 , 第 2 回 日 本 歯 科 理 工
学 会 学 材 元 網 寅 会 , 1 9 8 3 年 4 月 , 京 都
3 3 . 鋳 造 用 チ タ ン 合 金 の 研 究
奥 野 攻 , 清 水 彰 , 堀 春 彦 , 溝 口 勝 広 , 三 浦 維 四 , 第 2 回 日 本 歯 科 理 工
学 会 学 術 講 演 会 , 1 9 8 3 年 4 月 . 京 都
3 4 .  c e 1 1 U l e r  R e s p o n s e  t o  N e w  B i o ・ 且 Ⅱ o y s  o f T i t a n i u m  f o r  p o r o u s  s t r u d u r e , 1 n  V 北 r o
H . K a w a h a r a ,  K . 1 m a i , 1 . M i u t a , 0 . o k u n o , 9 t h  A n n u a l  M e e t i n g  o f  t h e  s o c i e t y  f o r
B i o 、 M a t e r i a l s ,  A p r i l , 1 9 8 3 ,  B i r m m g h a m ,  A r a b a m a
3 5 . る 茲 性 ア タ ッ チ メ ン ト の 形 状 の 研 究
原 正 明 , 奥 野 攻 , 三 浦 維 四 , 木 内 陽 介 , 牛 田 富 之 , 筒 井 英 夫 , 宮 崎 健 ,
第 2  回 日 本 歯 科 理 工 学 会 学 術 講 演 会 , 1 9 8 3 年 4 月 , 京 都
3 6 、 回 転 電 極 法 に よ る 高 融 点 金 属 粉 の 作 製 ,
奥 野 攻 . 三 浦 維 四 , 日 本 材 料 科 学 会 昭 和 5 8 年 度 学 術 講 演 会 , 1 9 8 3 年 5 月 ,
東 京
3 7 . る 惣 性 ア タ ッ チ メ ン ト の 形 状 の 研 究 ( 第 2 幸 R )
原 正 明 , 奥 野 攻 , 三 浦 維 四 , 木 内 陽 介 , 吉 田 幸 子 , 石 幡 伸 雄 , 藍 稔 .
宮 崎 健 , 日 本 歯 科 理 工 学 会 , 関 東 , 東 北 ・ 』 ヒ 海 道 , 中 部 3 支 部 連 合 講 演 会 ,
1 9 部 年 1 0 月 , 新 潟
3 8 . チ タ ン 合 金 お よ び ジ ル コ ニ ウ ム 合 金 の 医 歯 学 的 応 用 ( 第 5 宰 田 多 孔 性 材 料 ・ の
強 度 と 破 壊
浅 岡 憲 三 , 桑 山 則 彦 , 奥 野 攻 , 三 浦 維 四 , 川 原 春 幸 , 今 井 勇 、 ー , 第 5 回 日
本 バ イ オ マ テ リ ア ル 学 会 大 会 , 1 9 8 3 年 Ⅱ 月 , 大 阪
39.歯科用AU、CO、Ni系る茲陛合金の研究(第2報)
原正明,奥野攻,三浦維四.藍稔,水谷紘,石幡伸雄,宮崎健,
第3 回日本歯科理工学会学術講演会,1984年4月,福岡
40,セレン添加によるアマルガムの安全化に関する研究(第4報)一細胞毒性と
突然変異原性についてー
麻生田泉,粂井康彰、,佐藤温重,奥野攻,中野毅,三浦維四,第3回
日本歯科理工学会学術講演会,1984年4河,福岡
41.セレン添加によるアマルガムの安全化に関する研究(第5報)一耐食性につ
いてー
奥野攻,中野毅.三浦'維四,粂井康弘、,佐藤温重,第3回日本歯科理工
学会学術講演会,1984年4月,福岡
42.陶材焼付用磁性合金の研究
中野毅,奥野攻,三浦維四,宮崎健,第3回日本歯科理工学会学術講
演会,1984年4月,福岡
43.鋳造用チタン合金の研究(第2報)
奥野攻一清水彰,三浦維四,第3回日本歯科理工学会学術講演会.1984
年4月,福岡
44. New porous zirconium・1itanium AⅡoys forlmplant
0,okuno,1.Miura, H.Kawahara, M.N2kamura, K.1mai,2nd 晒10rld congress on
Biomaterials, April・May,1984, washing[on D.C.
45.磁性合金の鋳造性と耐食性について
中野毅,奥野攻,三浦維四,第10回D入IA研究会,1984年12月,東京
46.鋳造用チタン合金の研究(第3報)
清水彰,奥野攻,三浦維四,第5回日本歯科理工学会学術講演会,1985
年4月,松本
47. The Mesh Monitor for casting characterization
J.A.Tesk,0.okuno, R.wpenn, S.Hirano, H.R.Kase, Noble Metals Fabrications &
Techn010gy seminaT,1nternational predous Metals lnstitute, september,1985,
Jerusalem lsrael
48.歯科用 CO・pd、cr系合金の基礎的研究
中野毅,奥野攻,清水彰,三浦維四,第6回日本歯科理工学会学術講
演会,1985年10月,盛岡
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4 9 .  M e s h  M o n i t o r  c a s t i n g  o f D e n t a l A Ⅱ o y s  ・  E l e m e n t  E 丘 e c t
J , A . T e s k . 0 . o k u n o ,  R . p e n n ,  A n n u a l  s e s s i o n  A m e r i c a n  A s s o c i a t i o n  f o r  D e n t a l
R e s e a r c h ,  M a r c h  1 9 8 6 ,  w a s h i n g t o n  D . C .  U S . A .
5 0 .  M e s h  M o n i t o r  c a s t i n g  o f D e n t a l A Ⅱ o y s  ・ 1 n v e s t m e n t  E 丘 e c t
0 . o k u n o ,  J A . T e s k ,  R . p e n n ,  A n n u a l  s e s s i o n  A m e r i c a n  A s s o c i a t i o n  f o t  D e n t a l
R e s e a r c h ,  M a r c h  1 9 8 6 ,  w a s h i n g t o n  D . C .  U S . A
5 1 . 多 孔 性 ジ ル コ ニ ウ ム ー チ タ ン 人 工 歯 根 の 研 究 ( 第 1 穀 ) 一 多 孔 材 の 基 礎 的 性
質 一
柴 田 直 幸 , 奥 野 攻 , 三 浦 維 四 , 川 原 春 幸 、 今 井 引 、 ー , 第 7 回 日 本 歯 科 理 工
学 会 学 術 講 演 会 , 1 9 8 6 年 4 月 , 横 須 賀
5 2 . C 0 合 金 と 陶 材 と の 焼 き 付 け に 関 す る 基 礎 的 研 究
石 崎 雅 一 郎 , , ・ , 野 毅 . 奥 野 攻 , 三 浦 ' 維 四 . 第 7 回 Π 本 歯 科 理 工 学 会 学 術
講 演 会 , 1 9 8 6 年 4 月 , 横 須 賀
脇 . 歯 科 鋳 造 の た め の チ タ ン 合 金 に 関 す る 研 究
奥 野 攻 , 中 野 毅 , 清 水 彰 , 三 浦 維 四 , チ タ ン の 歯 科 利 用 に 関 す る 研 究 会 ,
1 9 8 6 年 8 月 、 京 都
5 4 ' 多 孔 性 Z r 、 T i 合 金 イ ン プ ラ ン ト へ の 骨 の 成 長 進 入
柴 田 直 幸 , 奥 野 攻 , 三 浦 維 四 , 川 原 春 幸 , 第 8 回 Π 本 バ イ オ マ テ リ ア ル 学
会 大 会 , 1 9 8 6 年 1 1 月 , 東 京
5 5 . 多 孔 性 Z r 、 T i 合 金 イ ン プ ラ ン ト の 機 械 的 性 質
奥 野 攻 , 柴 田 直 幸 , 三 浦 維 四 , 川 原 春 幸 , 第 8 回 日 本 ハ イ オ マ テ リ ア ル 学
会 大 会 , 1 9 8 6 年 1 1 月 , 東 京
5 6 . チ タ ン お よ び チ タ ン 合 金 鋳 造 体 の 機 械 的 性 質 の 検 討
奥 野 攻 , 中 野 毅 , 三 浦 維 四 , 第 9 回 日 木 歯 科 理 工 学 会 学 術 講 演 会 , 1 9 8 7
年 4 月 , 長 崎
5 7 . 多 孔 性 ジ ル コ ニ ウ ム ー チ タ ン 人 工 歯 根 の 研 究 ( 第 2 蝦 ) 一 多 孔 材 と 硬 組 織 お
よ び 軟 組 織 と の 反 応
柴 田 直 幸 , 奥 野 攻 , 中 野 毅 , 三 浦 維 四 , 第 9 回 日 本 歯 科 理 工 学 会 学 術 講
演 会 , 1 9 8 7 年 4 月 , 長 崎
5 8 . 多 孔 陛 Z r 、 T i イ ン プ ラ ン ト の 動 物 実 験 的 研 究
柴 田 直 幸 , 奥 野 攻 , 中 野 毅 , 三 浦 維 四 、 川 原 春 幸 , 第 1 7 回 日 本 イ ン プ ラ ン
ト 学 会 , 1 9 釘 年 7 月 , 札 幌
59.多孔性Zr、Ti合金インプラントへの骨の成長進入第2報
柴田直幸,奥野攻,中野毅,三浦維四,川原春幸,第9回バイオマテリ
アル学会,1987年11月,東京
60.磁陛アタッチメントの極限性能の検討
木内陽介,奥野攻,第16回DMA研究会,19釘年12月.東京
61、白金コノ勺レト磁石の吸引力
奥野攻,水内陽介,第16回DMA研究会,19釘年12月,東京
62. pd、CO、Ni、AU、zn磁性合金の耐食性
中野毅,奥野攻,三浦維四,第16回DMA研究会,1987年,12月,東京
63.歯利,鋳造用チタン合金の機械的性質の評価
奥野攻,中野毅,三浦維四,伊藤実希夫,藍稔,第2回チタンの歯利
利用に関する研究会,19釘年12打,東京
64.超塑性チタン合金の歯科への応用一義菌'床に関する基礎的検討一
奥野攻,中野毅,三浦維四,岡田稔,第11回歯科理工学会学刷輪崩寅会,
19朋年4月,名古屋
価.歯羽・用チタン合金の織井小焼成一雰囲気の影料一
中野毅,奥野攻,三浦維四,第11回歯オ斗理工学会学術講演会,1988年4
河,名古屋
66. Biomechanical and Morph010gical Evaluatlons ofthe porous zircomum・Titanium
Implants
0.okuno, Nshibata, T.Nakano,1.Miura, H.Kawahara,3rd wot]d Biomaterials
Congess, April,1988, KyotoJapan.
67.超塑性チタン合金の床義歯への応用第1報適合性について
伊藤実希夫,藍稔,奥野攻,三浦維四,第79回日本補綴歯科学会学術大
会,1988年5月,東京
68. Titanium AⅡoysfor prosthetic use
0.okuno,1988 MRs lnternationalMeeting on Advanced Materials, May 30・June
3,1988, Tokyo
69.似訓生アタッチメントの極限性消Eの検討'Ⅱ
奥野攻,木内陽介,第17回DMA研究会,19認年7月,名古屋
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7 0 . 歯 科 鋳 造 用 チ タ ン 合 金 の 曲 げ 疲 労 特 性
伊 藤 実 希 夫 , 奥 野 攻 , 藍 稔 , 第 1 2 回 日 本 歯 科 理 工 学 会 学 術 講 演 会 , 1 9 8 8
年 9 月 . 札 幌
7 1 . 荏 訓 生 ア タ ッ チ メ ン ト に お け る 磁 石 の 防 食 構 造 に つ い て
奥 野 攻 . 中 野 毅 , 木 内 陽 介 , 第 1 8 回 D 入 I A 研 究 会 , 1 9 認 年 1 2 月 , 東 京
7 2 . 磁 陛 ア タ ッ チ メ ン ト の 極 隈 性 能 の 検 討 Ⅲ
奥 野 攻 , 木 内 陽 介 , 第 1 8 回 D M A 研 究 会 , 1 9 朋 年 1 2 月 , 東 京
7 3 . る 惣 性 コ ン ポ ジ ッ ト レ ジ ン の 試 作
平 野 進 , 平 澤 忠 , 奥 野 攻 , 第 1 8 回 D N 仏 研 究 会 , 1 9 8 8 年 1 2 月 , 東 京
7 4 . 閉 磁 路 型 磁 性 ア タ ッ チ メ ン ト の 維 持 力 解 析
木 内 陽 介 , 牛 田 富 之 , 奥 野 攻 , 第 1 8 回 D I Y I A 研 究 会 , 1 9 部 年 1 2 月 , 東 京
7 5 .  N d 、 F e 、 B 磁 石 に よ る サ ン ド イ ッ チ 型 歯 科 用 礒 性 維 持 装 置 に つ い て
奥 野 攻 , 中 野 毅 , 浜 中 人 士 , 木 内 陽 介 , 第 1 3 回 日 本 歯 科 理 工 学 会 学 術 講
演 会 , 1 9 8 9 年 4 月 , 千 葉
7 6 . 歯 科 用 チ タ ン 合 金 の 耐 食 性
奥 野 攻 , 中 野 毅 ご 浜 中 人 士 , 第 1 3 回 日 本 歯 科 理 工 学 会 学 付 行 鐵 寅 会 , 1 9 8 9
年 4 月 , 千 葉
フ フ . る 茲 陛 金 属 フ ィ ラ ー を 含 む コ ン ポ ジ ッ ト レ ジ ン
平 野 進 , 平 澤 忠 , 奥 野 攻 , 第 1 3 回 日 本 歯 科 理 工 学 会 学 術 講 演 会 , 1 9 8 9
年 4 月 , 千 藥
7 8 .  F i n i t e  E l e m e n t  A n a l y s i s  o f M a g n e t  D e v i c e s  f o r  R e t a i n i n g  D e n t u r e s
Y K i n o u c h i ,  K . o h s a w a ,  T . u s h i t a , 0 . o k u n o , 1 0 t h  l n t e r n a t i o n a l  w o r k s h o p  o n  R a r e ・
E a r t h  M a g n e t s  a n d  T h e i r A p p l i c a t i o n s ,  M a y , 1 9 8 9 ,  K y o t o J a p a n
7 9 .  E n c a p s u l e d  s a n d w i t c h  T y p e  D e n t a l  M a g n e t i c  R e t a l n e r s  b y  N d ・ F e ・ B  M a g n e t  a n d
P e r m e n d u r  Y o k e
0 . o k u n o ,  T . N 丑 k a n o ,  H . H a m a n a k a ,  Y . K i n o u c h i , 1 0 t h  l n t e r n a t l o n a l  w o r k s h o p  o n
R a r e 、 E a r t h  M a g n e t s  a n d  T h e i r  A p p l i c a t i o n s ,  M a y  1 9 8 9 ,  K y o t o J a p a n
8 0 . 超 塑 性 チ タ ン 合 金 の 床 義 歯 へ の 応 用 第 2 報 機 械 的 性 質 に つ い て
若 林 則 幸 , 藍 稔 , 奥 野 攻 , 第 8 1 回 日 本 補 綴 歯 科 学 会 学 術 大 会 , 1 9 8 9 年 5
月 , 長 野
81.チタン合金鋳造床の力学的検副
伊藤実希夫,藍稔,奥野攻,第81回日本補綴歯科学会学術大会,1989年
5月,長野
82.カップヨーク型閉磁路磁性アタッチメントの製作精度と磁力の関係
木内陽介,奥野攻,第19回DMA研究会,1989年7月,小倉
83.円柱横方向磁石によるアタッチメント
奥野攻,木内陽介,星合和基,石幡伸雄,浜中人士,第19回DMA研究会,
1989年7 河,小倉
84.超塑性チタン合金の歯科への応用一成形性の検討一
奥野攻,中野毅,浜中人士,若林則幸,藍稔,第14回日本歯科理工学
会学術講演会,1989年9月徳島,徳島
85. Mechanical behavior of dental casting Ti・cr a110y
0.okuno, T.Nakano, H.Hamanaka, M.1to, M.N,JointMeeting ofADM &JSDMD,
November l-4,1989, Honolulu, HI, USA
86.りン酸塩手゛里没材に鋳造したチタンおよびチタン合金について
奥野攻,中野毅,浜中人士,第54回口腔病学会学術大会,1989年12月、
東京
釘.希土類系磁石および磁性ステンレス鋼の耐食性
奥野攻,中野毅,浜中人士,第20回DIYIA研究会,1989年12月,東京
88.超塑性チタン合金の成形性
奥野攻,中野毅,浜中人士,若林則幸,藍稔,第3回歯科チタン研究
会,1990年1月,東京
89.鋳造用βチタン合金の"財戒的性質
奥野攻,中野毅,浜中人士,第3回歯科チタン研究会,1990年1河,東
」デ、
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90超塑性合金の補綴臨床への応用の可能性
若林則幸,藍稔,奥野攻,第3回歯科チタン研究会,1990年1月,東京
超塑性チタン合金の歯科への応用一拡散接合の検討一
奥野攻,中野毅,浜中人士,若林則幸,藍稔,第15回日本歯科理工学
会学犲稲蒜演会,1990年4月3日,鹿児島
3 2
9 2 .
レ ビ テ ー シ ョ ン 溶 解 の チ タ ン 鋳 造 機 へ の 応 用
奥 野 攻 , 中 野 毅 , 浜 中 人 士 , 猪 口 泰 州 , 第 1 5 回 日 本 歯 科 理 工 学 会 学 術 講
演 会 , 1 9 9 0 年 4 月 , 鹿 児 島
歯 科 鋳 造 用 チ タ ン 合 金 の 研 究
奥 野 攻 , 日 本 材 料 ・ 科 学 会 学 術 講 演 会 . 1 9 9 0 年 5 月 東 京
閉 磁 路 型 儀 性 ア タ ッ チ メ ン ト の 比 較
木 内 陽 介 , 奥 野 攻 , 第 2 1 回 D M A 研 究 会 , 1 9 9 0 年 7  H , 徳 島
希 士 類 系 磁 石 の 口 腔 内 環 境 下 で の 変 化
木 次 朝 日 , 奥 野 攻 , 中 野 毅 , 浜 巾 人 士 , 黒 田 敬 之 , 第 2 1 回 D M A 研 究 会 ,
1 9 9 0 年 7 月 , 徳 島
希 土 類 系 磁 石 の 円 腔 内 環 境 下 で の 腐 食
木 次 朝 日 , 奥 野 攻 , 中 野 毅 , 浜 中 人 士 , 黒 田 敬 之 , 第 1 6 回 日 本 歯 科 理 工
学 会 学 術 訥 演 会 . 1 9 9 0 年 1 0 月 , 神 奈 川
閉 磁 路 型 〒 效 陛 ア タ ッ チ メ ン ト の ヨ ー ク 断 面 積 と 吸 引 力 の 関 係
木 内 陽 介 , 大 澤 勝 市 , 奥 野 攻 , 第 2 2 回 D 入 I A 研 究 会 , 1 9 9 0 年 1 2 月 1 日 , 東
J R
9 3
9 4
9 5
9 6
9 7
9 8 . 磁 陛 ア タ ッ チ メ ン ト の 吸 引 力 と 袈 歯 の 維 持 力 に 関 す る 実 験 的 研 究
石 j " 晋 、 藍 稔 , 水 谷 紘 , 奥 野 攻 , 第 2 2 回 D M A 研 究 会 , 1 9 9 0 年 1 2 月 ,
東 京
9 9 .  p t 、 F e 笄 ゛ 茲 石 の 歯 利 , 応 用 の 司 ' 能 性 に つ い て
奥 野 攻 , 中 野 毅 , 浜 中 人 士 , 木 内 陽 介 , 弦 稔 , 第 2 2 回 D M A 研 究 会 ,
1 9 9 0 年 1 2 月 , 東 京
1 0 0 . 超 塑 性 チ タ ン 合 金 床 義 歯 の 歪 分 布
若 林 則 幸 , 藍 稔 , 奥 野 攻 , 第 4 回 歯 科 チ タ ン 研 究 会 , 1 9 9 1 年 1 月 , 東 京
1 0 1 . 耐 食 構 造 を 有 す る カ ッ プ ヨ ー ク 型 藏 桝 生 ア タ ッ チ メ ン ト の 開 発
石 幡 伸 雄 , 水 谷 紘 , 藍 稔 , 奥 野 攻 , 中 野 毅 , 浜 中 人 士 .
a E
石 川
日 ,
木 内 陽 介 , [ 1 1 田 宏 秀 , 第 1 7 回 歯 科 理 工 学 会 学 術 講 演 会 , 1 9 9 1 年 ・ 5 月 , 東 京
1 0 2 . 新 し い P t 、 F e 磁 石 の 磁 気 特 陛 と 耐 食 性
奥 野 攻 , 中 野 毅 , 浜 中 人 士 , 松 井 康 浩 , 第 1 7 回 歯 科 理 工 学 会 学 祁 元 芭 演 会 ,
1 9 9 1 年 5  阿 . 東 京
1034、META処理.したSUS316L粉末を含むコンポジットレジンの硬化架H弐
平野進,平沢忠,奥野攻,浜中人士,第17回歯科理工学会学術講演会,
1991年5月,束京
磁性合金の初梓綬臨床への応用,第6報耐食構造を有する磁、陛アタッチメン
トの研究
藍稔,水谷紘,石幡伸雄,中村和夫,奥野攻,木内陽介,二Π三石川 日,
第85回日本袖綴歯科学会学術大会、 1991年5月,福岡
Ni・Ti合金鋳造体の機械的性質に及ぼす不純物の影紳
米山隆之,士居考,奥野攻,浜中人士,第17回H本菌科理王学会学術講
演会,1991年5月.東京
インゴットの純度による純チタン鋳造体の硬さの変化
士居券,米山隆之、奥野攻,浜中人士,第17回日本歯甲謬里工学会学袮元倖
演会,1991年5月,東京
陶材の熱膨張率とチタンおよびβ型チタン合金への焼付け強さ
奥野攻,中野毅,浜中人士,第17回歯科理工学会学術1鳶寅会,1991年5
月,東京
Retention capacity ofMagnetic A杜achment
Y、Kinouchi,0.okuno, WCP (world congress on proshodontics) Hiroshima,'91,
SeptembeI 1991, HiroshimaJapan
Experimental studies on Retention of Dentures with Magnetic A杜achment part
I change in condition ofMagnetic Attachme址
S.1Shikawa, M.Ai,0.okuno, X入ICP (world congress on proshodontics)
Hiroshima'91, septembeI 1991, HiroshimaJapan.
熱処理を施したN・Ti合金線の曲げ特性
米山隆之、土居寿,奥野攻,浜中人士,山本真,黒田敬之,第18回日
本歯科理工学会学術講演会,1991年10月,岐阜
マグネシア系鋳型材を用いたNili合金鋳造体の機械的性質
士居寿、米山隆之,小竹雅人,奥野攻,浜中人士,第18回日本歯利圧里工
学会学術講演会,1991年10H,岐阜
カッフ゜ヨーク型砿引生アタッチメントの開弓劃蚤緯
山田宏秀、飯村勉,水谷紘,奥野攻,木内陽介,第1回日本磁気歯科
学会学術大会,1991年12河,東京
104
105
112
106
107
108
33
109
110
111
3 4
] 1 3
白 金 鉄 磁 石 を 用 い た 埋 伏 歯 の 臨 床 例
木 次 朝 日 , 大 山 紀 美 栄 , 黒 田 敬 之 , 奥 野 攻 , 浜 中 人 士 , 第 1 回 日 本 磁 気 歯
科 学 会 学 術 大 会 , 1 9 9 1 年 1 2 月 , 東 京
る 茲 陛 ア タ ッ チ メ ン ト シ ス テ ム の 耐 食 性
飯 室 隆 子 , 中 野 毅 , 奥 野 攻 , 浜 中 人 士 , 藍 稔 , 第 1 回 日 本 磁 気 歯 科 学
会 学 術 大 会 , 1 9 9 1 年 1 2 月 , 東 京
B e n d i n g  p r o p e r t i e s  a n d  T r a n s f o r m a t i o n  T e m p e r a t u r e  o f  H e a t  T r e a t e d
S u p e r e ] a s t i c  N i 、 T i  A Ⅱ o y  w i r e  f o t  o r t h o d o n t i c s
T . Y o n e y a m a ,  H . D o i , 0 . o k u n o ,  H . H a m a n a k a ,  M . Y a m a m o t o ,  T . K u r o d a ,  s e c o n d
I n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o n  T i t a n i u m  加  D e n t i s t r y  ( 5 t h  M e e t i n g  o f t h e  s o c i e t y
f o r  T i t a n i u m  A Ⅱ o y s  i n  D e n t i s t r y ) ,  J a n u a r y , 1 9 9 2 ,  K y o t o
T i ・ 6 A I - 4 V A Ⅱ o y D e n t u r e  B a s e  b y s u p e 印 l a s t i c  F o r m i n g
0 . o k u n o ,  T N a k a n o ,  H . H a m a n a k a ,  N . w a k a b a y a s h i ,  M . 1 t o h ,  M A i , 1 . K a t o h ,  s e c o n d
I n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o n  T i t a n i u m  i n  D e n t i s t r y  ( 5 t h  M e e t i n g  o f  t h e  s o c i e t y
f o r  T i t a n i u m  A 1 1 0 y s  i n  D e n t i s t r y ) ,  J a n u a r y  1 9 9 2 ,  K y o t o .
A d a p t a b i l i t y  o f t h e  s u p e 印 l a s t i c  T i t a n i u m  A I ] o y  D e n 加 r e
N . w a k a b a y a s h i ,  M . 1 t o h ,  M . A i , 0 . o k u n o ,  s e c o n d  l n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o n
T i t a n i u m  i n  D e n t i s t r y  ( 5 t h  M e e t i n g  o f t h e  s o c i e t y  f o r  T i t a n i u m  A Ⅱ o y s  i n
D e n t i s t r y ) ,  J a n u a r y , 1 9 9 2 ,  K y o t o .
I n a u e n c e  o n  c a s t i n g  R a t e  o f  T i t a n i u m  W 北 h  a  R o t a t i o n a l  p r e s s u r e ・ s u n c t i o n
C a s t i n g  M a c h i n e
H . D o i ,  T Y o n e y a m a ,  M . K o t a k e , 0 . o k u n o ,  H . H a m a n a k a ,  s e c o n d  l n t e r n a t i o n a l
S y m p o s i u m  o n  T i t a n i u m  i n  D e n t i s t r y  ( 5 t h  M e e t i n g  o f t h e  s o c i e t y  f o r  T 北 a n i u m
A Ⅱ o y s  i n  D e n t i s t r y ) ,  J a n u a r y , 1 9 9 2 ,  K y o t o .
P o r c e l a i n  B o n d e d  t o  D e n t a l c a s t l n g  B e t a  T i t a n i u m  N l o y s
0 . o k u n o ,  T N a k a n o ,  T . Y o n e y a m a ,  H . H a m a n a k a ,  s e c o n d  l n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m
O n  T i t a n i u m  i n  D e n t i s t r y  ( 5 t h  M e e t i n g  o f t h e  s o c i e t y  f o r  T i t a n i u m  A Ⅱ o y s  i n
D e n t i s t r y ) ,  J a n u a r y , 1 9 9 2 ,  K y o t o
異 種 金 属 材 料 の 組 合 せ に よ る 腐 食 溶 出 に つ い て
飯 室 隆 子 フ ロ レ ン チ ー ナ , 中 野 毅 , 士 屋 寿 , 奥 野 攻 , 浜 中 人 士 , 第 1 9
回 日 本 歯 科 理 工 学 会 , 1 9 9 2 年 5 月 , 郡 山
超 塑 性 チ タ ン 合 金 の 金 ろ う に よ る ろ う 付 に つ い て
中 野 毅 , i 兵 巾 人 士 , 奥 野 攻 , 中 野 和 幸 , 第 2 0 回 日 本 歯 科 理 工 学 会 , 1 9 9 2
年 9 月 , 東 京
1 1 4
1 1 5
1 1 6
1 1 7
1 1 8
1 1 9
1 2 0
1 2 1
122.電解質水溶液中における Ti・zr合金の表面の変化
塙隆夫,奥野攻,浜中人士,第20回日本歯科理王学会,19兜年9月,
東京
123. Ti、zr合金の擬似体液中での表面の変化
塙隆夫,奥野攻,日本金属学会北海道支部平成4年度秋季講演大会,
19兜年11月27日,室蘭
124.る放陛ステンレス鋼の改良によるる茲性アタッチメントの小型化について
奥野攻,木内陽介,第 2回日本磁気歯科学会,1992年12月,小倉
125.藏劉生アタッチメントにおける磁性ステンレス鋼キーパーのMNへの影郷,
飯室隆子フロレンチーナ,中野毅,浜中人士,奥野攻,八杉幸浩,第
2 回日本磁気歯科学会,1992年12月,小倉
126.超塑性成形Lたチタン合金板へのろう付について
中野毅,浜中人士,奥野攻,中野和幸,第6 回歯科チタン研究会,
1993年1月,新潟
127.生体用形状記憶合金に関する研究(第7報)-Tipd系合金における Pdの
一部置換元素と変態温度一
高田雄京,片倉直至,細谷誠,飯島一法,奥野攻,第21回日本歯科理工
ノ,4ノ凸、 1993年4月,広島ー」ー:区式,
128.生体用形状記憶合金に関する研究(第8ネ脚一Tipd系合金における Pdの
一部置換元素と耐食性一
高田雄京,片倉直至,細谷誠,飯島一法,奥野攻,第21回日本歯科理工
学会,19飴年4月,広島
129.カップヨーク型'放性アタッチメントの高性能化に関する研究第1帳吸引
力の向上について
奥野攻,山田宏秀,第21回日本歯科理工学会,19鰐年4月,広島
130.カップヨーク型張鉾生アタッチメントの袷上性能化に関する研究一薄型化につ
いて一山田宏秀,奥野攻,木内陽介,第22回日本歯科理工学会 1993年
9月,北九州
131.マウスプロテクティング材の耐珀"胡単性
片倉直至,高田雄京,菊地聖史,飯島一法,奥野攻,細谷誠,第22回日
本歯科理工学会,1993年9月,北九州
35
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1 3 2 . 歯 科 用 合 金 の 組 み 合 わ せ に よ る 腐 食 機 桃 一 貴 金 属 合 金 / チ タ ン 合 金 一
高 田 雄 京 , 飯 島 一 法 , 片 倉 直 至 , 奥 野 攻 , 田 中 謙 一 , 手 鳥 貞 一 , 第 2 2 回 日
木 歯 科 理 工 学 会 , 1 9 9 3 年 9 河 , 北 九 州
1 3 3 .  T h e  s u p e r 、 p l a s t i c  F o r m a b i l i t y  o f  T i ・ 6 A I - 4 V  A 1 1 0 y s
O s a m u  o k u n o  a n d  Y u k y o  T a k a d a  ,  s e c o n d  l n t e r n a t i o n a l  c o n g r e s s  o n  D e n t a l
M a t e r i a l s ,  N o v e m b e r , 1 9 9 3 ,  H a w a i i
1 3 4 . 最 適 設 計 さ れ た カ ッ プ ヨ ー ク 型 磁 性 ア タ ッ チ メ ン ト の 吸 引 力 , 磁 束 分 布
鈴 木 彰 、 也 , 山 田 宏 秀 , 奥 野 攻 , 木 内 陽 介 , 第 3 回 日 本 儀 気 歯 科 学 会 , 1 9 9 3
年 Ⅱ 月 、 名 古 屋
1 3 5 . カ ッ プ ヨ ー ク 型 磁 性 ア タ ッ チ メ ン ト の 吸 引 力 , 磁 束 分 布 の 検 討
山 田 宏 秀 , 鈴 木 弘 也 , 奥 野 攻 , 木 内 陽 介 , 第 3 回 日 本 磁 気 歯 科 学 会 , 1 9 9 3
年 Ⅱ 河 , 名 古 屋
1 3 6 . 磁 性 ス テ ン レ ス 鋼 及 び 純 チ タ ン と 歯 科 用 貴 金 属 合 金 の 組 み 合 わ せ に よ る 腐 食
高 田 雄 京 , 奥 野 攻 , 第  3 回 日 尋 師 茲 気 歯 科 学 会 , 1 9 9 3 年 1 1 月 , 名 古 屋
1 3 7 . る 惣 隆 ス テ ン レ ス 鋳 造 ク ラ ウ ン 型 キ ー パ ー を 有 髄 歯 に 用 い た 荏 訓 生 ア タ ツ チ
メ ン ト の 臨 床 例
佐 々 木 英 機 , 木 内 陽 介 , 奥 野 攻 , 第 3 回 日 本 磁 気 歯 利 , 学 会 , 1 9 9 3 年 H 月 ,
名 古 屋
1 3 8 . 試 作 金 パ ラ 合 金 の 諸 性 質 に つ い て , 特 に 繰 り 返 し 鋳 造 の 影 響
飯 島 一 法 , 菊 地 聖 史 , 高 田 雄 京 , 片 倉 直 至 , 奥 野 攻 , 向 山 宣 淳 , 細 谷 誠 ,
木 村 幸 平 , 稲 垣 亮 一 , 本 間 久 夫 , 第 2 4 回 東 北 大 学 歯 学 会 , 1 9 9 3 年 1 2 月 、 仙 台
1 3 9 .  T i p d 系 生 体 月 " 珍 伏 記 憶 合 金 の 耐 食 性
高 田 雄 京 , 飯 島 一 法 . 片 倉 直 至 , 奥 野 攻 , 第 7 回 歯 科 チ タ ン 研 究 会 , 1 9 9 4
年 1 月 , 仙 台
1 4 0 . チ タ ン 合 金 と 貴 金 属 合 金 の ガ ル バ ニ 腐 食
田 中 謙 ・ ー , 手 島 貞 一 , 高 田 雄 京 . 飯 島 一 法 . 片 倉 直 至 , 奥 野 攻 、 第 7 回 歯
科 チ タ ン 研 究 会 , 1 9 9 4 年 1 月 , 仙 台
1 4 1 . 歯 科 用 合 金 の 組 み 合 わ せ に よ る 腐 食 機 構 ( 第 2 報 ) 一 歯 科 鋳 造 用 合 金 / チ
タ ン 合 金 に お け る イ オ ン 溶 出 一
田 中 謙 一 , 手 島 貞 一 , 高 田 雄 京 , 飯 島 一 法 , 片 倉 直 至 , 奥 野 攻 . 第 2 3 回 日
木 歯 利 , 理 工 学 会 , 1 9 9 4 年 4 月 , 松 戸
142.コンピュータを用いた陶材の自動築盛の試み
罪j地聖史,奥野攻,高久田和夫,宮入裕夫,第23回日本歯科理工学会,
1994年4月,松戸
143.焼結金属を用いた陶材焼付前装冠に関する基礎的検討一第3報一
今野龍彦、依田正信、木村幸平,奥野攻,稲垣亮一.第91回日本補綴歯科
学会,1994年6月,新潟
144.磋性アタッチメントの耐食性について
高田雄京,奥野攻,第 9回日本歯科産業学会,1994年7河,北海道
N5.マウスガードの組成と力学的性質
片倉直至,奥野攻,細谷誠,日本歯科理工学会北海道・東北支部夏期
セミナー,1994年8 河,仙台
146.ステンレス鋼とチタン,金銀パラジウム合金の接合における自然電極電位の
逆転と腐食挙動
高田雄京,飯島一法,奥野攻,第24回H本歯科理工学会,1994年9月,新
潟
147.コンピュータを用いた陶材の自動築盛の試み一焼成体の検討一
菊地聖史,奥野攻,高久田和夫,宮入裕夫,第24回日本歯科理工学会,
1994年9月,棄斤潟
148.各種鋳型材によるチタン鋳造体の疲労井寺性
飯島一法,高田雄京,奥野攻,第24回日本歯弔仟里工学会、 1994年9月,新
i易
149.半占膜調整材の組成と流動特性
細谷誠,片倉直至,八代浩次,豊則丈爾,依田正信,木村幸平,奥野攻
第兜回日木補綴歯科学会,1994年Ⅱ月3日,鹿児島,
150.耐火模型法によるセラミッククラウンの適合精度について一第1報一
山崎尚哉,毛取達郎,今野龍彦,依田正信,木村幸平,奥野攻,稲垣亮一、
第92回日本補綴歯科学会,1994年11月3日,鹿児島
151.カップヨーク埀妬放隆アタッチメントの吸引力,材料特性の朽靖寸
鈴木弘也、山田宏秀,奥野攻,木内陽介.第4回日木磁気歯利,学会,1994
年12打,東京
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る 惣 性 ア タ ッ チ メ ン ト 材 な ら び に イ ン プ ラ ン ト 材 の M N に 及 ぼ す 影 郷
飯 室 フ ロ レ ン テ ィ ー ナ 隆 子 , 浜 中 人 士 , 奥 野 攻 , 西 村 博 , 第  4  回 日 木
磁 気 歯 科 学 会 , 1 9 9 4 年 1 2 月 , 東 京
S U S 4 3 0 系 磁 性 ス テ ン レ ス 鋼 の 耐 食 性 と そ れ を 用 い た る 翻 陛 ア タ ッ チ メ ン ト の
吸 引 力 に つ い て
高 田 雄 京 , 奥 野 攻 , 第  4 回 日 本 磁 気 菌 科 学 会 、  1 9 9 4 年 1 2 月 , 東 京
磁 性 ス テ ン レ ス 鋼 と 貴 金 属 合 金 の 接 合 利 用 に お け る 腐 食 挙 動
高 田 雄 京 , 菊 地 聖 史 , 奥 野 攻 , 第  4 回 Π 本 磁 気 歯 科 学 会 . 1 9 9 4 年 1 2 月 ,
東 京
チ タ ン 鋳 造 体 の 定 荷 重 曲 げ 疲 労 特 性 に つ い て
飯 島 一 法 , 高 田 雄 京 , 奥 野 攻 , 第  8  回 歯 1 斗 チ タ ン 研 究 会 , 1 9 9 5 年 1 月 1 2 B ,
東 京
マ ウ ス ガ ー ド の 化 学 講 座 と 動 的 粘 弾 性
片 倉 直 至 , 奥 野 攻 、 細 谷 誠 , 第 2 5 回 日 本 歯 科 理 工 学 会 , 1 9 9 5 年 4 月 1 5 日 ,
坂 戸
歯 科 用 合 金 の 組 み 合 わ せ に よ る 腐 食 機 構 ( 第 3 幸 脚 一 卑 金 属 合 金 の ガ ル バ ニ
腐 食 一
田 中 謙 一 , 手 島 貞 一 , 高 田 雄 京 , 飯 島 一 法 , 片 倉 直 至 , 奥 野 攻 , 第 2 5 回 日
木 歯 科 理 工 学 会 , 1 9 9 5 年 4 月 1 6 日 , 坂 戸
フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 と 歯 科 用 貴 金 属 合 金 の 接 合 に お け る 溶 出 イ オ ン 量
と 腐 食 電 流 の 関 係
高 田 雄 京 , 飯 島 一 法 , 奥 野 攻 , 田 中 謙 一 , 第 2 5 回 日 本 歯 科 理 工 学 会 , 1 9 9 5
年 4 月 1 6 日 , 坂 戸
高 純 度 フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 銅 を 用 い た 歯 科 用 磁 石
高 田 雄 京 , 奥 野 攻 , 第 1 0 回 日 本 歯 科 産 業 学 会 , 1 9 鮖 年 7 月 3 0 日 , 神 奈 川
D e n t a l  m a g n e t i c  a t t a c h m e n t  u s i n g  h i g h  m a 即 e t i c  s a t u r a t i o n  丑 U x  d e n s i t y  s t a i n l e s s
S t e e l
H . H a r a d a , H s u z u k i , T s u g i h a r a , 0 . o k u n o  a n d  Y T a k a d a , 1 9 9 5  F a Ⅱ  A n n u a l  M e e t i n g
O f t h e  J a p a n  l n s t i t u t e  o f M e t a l s ,  s e p t e m b e r , 1 9 9 5 ,  H a w a i i .
付 加 型 シ リ コ ー ン ゴ ム 印 象 材 の 流 動 性
泉 田 明 男 , 細 谷 誠 , 笠 原 紳 , 木 村 幸 平 , 片 倉 直 至 , 奥 野 攻 , 第 2 6 回 日
本 歯 科 理 工 学 会 , 1 9 9 5 年 9 月 2 9 日 , 仙 台
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162.高カラット金ーチタン系合金の歯科応用の検討
袷井捌麦幸,鹿沼晶夫,菊地聖史,高田雄京,飯島一法,奥野攻,第26回日
本歯科理工学会,1995年9月29日,仙台
163.白金鉄磁石のクラウン・ブリッジへの応用に関する基礎的研究(第1討D
菅野太郎,木村幸平,高田雄京,飯島一法,奥野攻,中山孝文,第26回日
本歯科理工学会,1995年9月29日,仙台
164.コンピータによる陶材築盛の自動化
菊地聖史,奥野攻,第26回日本歯科理工学会,1995年9月30日,仙台
165.チタンおよびチタン合金と歯科用金合金との融着による接合について
飯島一法,高田雄京.片倉直至,奥野攻,第261可日本歯科理工学会,1995
年9月29日,仙台
166.耐火模型法によるセラミッククラウンの適合精度について一第2報一
毛取達郎,山W勧尚哉,今野龍彦,依田正信,木村幸平,奥野攻,稲垣亮一,
第92回日本ネ酬殴歯科学会,1995年10月27日,岡山
167.超塑性チタン合金への金ろう付けについてーパラジウム箔の拡散接合による
表面改質一
片桐紀行,三浦正敬,弓田千春,高田啓子,高橋昭恵,飯島一法,奥野攻,
第14回東北大学歯学会,1995年12月1日,仙台
168.各種ステンレス鋼の金属清掃剤に対する腐食挙動
高田雄京,菊地聖史,飯島一法,片倉直至,奥野攻,第5回日本磁気歯科
学会,1995年12月9日,徳島
169.カップヨーク形伝訓生アタッチメントの,各部の夜訓生と吸引力との関係
鈴木引、也,梠原徹,奥野攻,木内陽介,第5回日本磁気歯科学会,19鮖
年12月9日,徳島
170.歯科鋳造による白金鉄磁石合金のクラウン・フ町ツジへの応用
菅野太郎,依田正信,木判'幸平,高田雄京.飯島一法,奥野攻,中山孝史,
第5 回日本磁気歯科学会,1995年12月9日,徳島
171. corrosion Resistance of Magnetic stainless steelfor Attachment
0.okuno, YTakada, YKinouchi, H.Mizutani, M.Aland H.Yamada, J Dent ReS 74
(1ADRAbstrads) R559,June,1995, singapore
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1 7 2 . 貴 金 属 系 合 金 と の 接 合 挙 動 に つ い て
飯 島 一 法 , 高 田 雄 京 . 奥 野 攻 , 第 9  回 歯 科 チ タ ン 研 究 会 , 1 9 9 6 年 2 月 3 日 ,
東 京
1 7 3 . コ ン ピ ュ ー タ に よ る 陶 材 築 盛 の 自 動 化 ( 第 2 薯 b  ー メ タ ル ワ レ ー ム へ の 築 盛 一
菊 地 聖 史 , 奥 野 攻 , 第 2 7 回 日 木 歯 利 1 甲 工 学 会 , 1 9 9 6 年 4 月 2 0 日 , 横 須 賀
1 7 4 . 高 カ ラ ッ ト 金 ー チ タ ン 系 合 金 の 歯 利 , 応 用 の 検 討 ( 第 2 報 ) 一 杉 財 戒 的 陛 質 に つ
い て ー
高 橋 俊 幸 , 鹿 沼 晶 夫 , 菊 地 聖 史 , 高 田 雄 京 , 飯 島 一 怯 , 片 倉 直 至 , 奥 野 攻 ,
第 2 7 回 日 木 歯 利 1 里 、 f 学 会 , 1 9 9 6 年 4 月 2 0 Π , 枇 須 賀
1 7 5 . 歯 科 鋳 造 に よ る 白 金 鉄 磁 石 合 金 の 可 撤 式 ク ラ ウ ン ・ ブ リ ッ ジ へ の 応 用
管 野 太 郎 , 依 田 正 信 , 木 村 幸 平 . 奥 野 攻 , 中 山 岸 文 , 第 鮖 回 口 本 補 蔀 髪 歯 科
学 会 , 1 9 9 6 年 5 月 3 1 日 , 広 島
1 7 6 . 歯 科 似 i 造 に よ る 白 金 鉄 磁 石 合 金 の 可 撤 式 ク ラ ウ ン ・ ブ リ ッ ジ へ の 応 用 第 二
報
管 野 太 郎 、 依 田 正 信 , 木 村 幸 平 、 奥 野 攻 , 中 山 孝 文 , 日 本 祥 孫 綬 歯 科 学 会 東
北 北 海 道 支 部 会 , 1 9 9 6 年 9 月 7 日 , 仙 台
1 7 フ . 歯 利 ξ 秀 造 し た  F e 、 p t 子 ゛ 茲 石 の 磁 気 特 性
中 山 孝 文 、 渡 辺 雅 人 , 本 問 基 文 , 菅 明 ・ メ d 耶 , 木 村 幸 平 , 奥 野 攻 , 第 2 0 回 日
本 応 用 倣 気 学 会 , 1 9 9 6 年 9 月 2 0 日 , 千 葉
1 7 8 . 高 カ ラ ッ ト 金 ー チ タ ン 系 合 金 の 歯 科 応 用 の 検 制 ' ( 第 3 帳 ) 一 化 学 的 性 質 , 物
理 学 的 性 質 に つ い て ー
高 橋 俊 幸 , 鹿 沼 晶 夫 , 菊 地 聖 史 , 高 田 雄 京 , 飯 島 一 法 , 片 倉 直 至 . 奥 野 攻 ,
第 2 8 回 日 本 歯 科 理 工 学 会 , 1 9 9 6 年 9 月 2 2 日 , 豊 中
1 7 9 . 白 金 鉄 磁 石 の ク ラ ウ ン ・ ブ リ ッ ジ へ の 応 用 に 関 す る 基 礎 的 研 究 ( 第 二 幸 R )
菅 野 太 郎 . 木 村 ' 幸 平 , 飯 島 一 法 、 奥 野 攻 , 中 山 孝 文 . 第 2 8 回 日 本 歯 科 理 工
学 会 , 1 9 9 6 年 9 月 2 2 日 , 豊 中
1 8 0 . 粘 膜 調 整 材 の 耐 珀 辧 舗 単 陛
片 倉 直 至 , 奥 野 攻 , 細 谷 誠 , 木 村 幸 平 , 第 2 8 回 Π 木 歯 科 〕 里 工 学 会 1 9 9 6 年
9 月 2 3 日 , 豊 中
1 8 1 , 単 純 な 構 造 の カ ッ プ ヨ ー ク 牙 知 惣 性 ア タ ッ チ メ ン ト と そ の 解 析
鈴 木 弘 、 也 , 田 中 清 巳 . 奥 野 攻 , 木 内 陽 介 , 第 6 回 日 1 哘 茲 気 歯 科 学 会 , 1 9 9 6
年 1 1 月 1 7 日 , 仙 台
182.歯科鋳造法によって作製したFe、pt、CO、Nb系合金の磁気特性
中山孝文,本間基文.木村幸平,菅野太郎,奥野攻,第6回日本磁気歯利
学会,1996年11月17日,仙台
183.歯科鋳造による白金鉄磁石合金のクラウンブリッジへの応用第2報白金鉄
磁石へのニオブおよびシリコンの添加効果
菅野太郎,木村幸平,飯島一法,奥野攻,中山孝文,本問基文,第6回日
オ新茲気歯科学会.1996年11月17日,仙台
184.歯科銑造による白金鉄磁石合金のクラウンブリッジへの応用第3報着磁力
法と吸引力
菅野太郎,木村'幸平,片倉直至,奥野攻,中山孝文,本間基文,第6回日
本磁気歯科学会,1996年11月17日,仙台
185.歯羽ξ秀造用チタン合金を目的とした Ti、Ag, Ti、C二 Ti、pd 合金のお對戒的性質と
腐食挙動
高田雄京,奥野攻,中嶌裕,岡部徹,第10回歯科チタン研究会,1997
年1月10U,東京
186. Evaluation of Binary Metastable β Tit丑nium AⅡoys for DentalApplications
Y.Takada,0.okuno, H.Nakajima, Tokabe,1ADR, March 23,1997, orlando
187.チタンと貴金属合金との接合挙動におよぽす金,銀,鉤の影料
飯島一法,高田雄京,奥野攻,第29回日本歯科理工学会,1997年4月6 Π,
東京
188.歯利・鋳造による白金鉄磁石合金の可撤式クラウン・ブリッジへの1'用第3報
菅野太郎、依田正信,木村幸平,奥野攻,中山孝文,第97回日本補綴歯科
学会,1997年5月30日,長崎
189.陶材の自動築盛システムの開発
菊地聖史,奥野攻,日木菌'科産業学会,1997年7月27日,東京
190.チタン合金鋳造体の表面反応層に及ぽす添加元素の影郷
高田雄京,飯島一法,中嶌裕,岡部徹,奥野攻,第30回日本歯科理工
学会,1997年9月20日,福岡
191.義歯床用レジンの動的粘サ単性
片倉直至,飯島一法,佐々木英夫,奥野攻,第30回H本歯科理工学会,
1997年9月20日,福岡
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1 9 2 . コ ン ピ ュ ー タ に よ る 陶 材 築 盛 の 自 動 化 ( 第 3 報 ) 一 陶 材 の 湿 潤 状 態 の 評 価 と
制 御 一
菊 地 聖 史 , 奥 野 攻 , 第 3 0 回 日 本 歯 科 理 工 学 会 , 1 9 9 7 年 9 月 2 1 日 , 福 岡
1 9 3 . チ タ ン お よ び チ タ ン 合 金 の 生 体 擬 似 環 境 に お け る 再 不 動 態 化
塙 隆 夫 , 渡 会 幹 子 , 浅 見 勝 彦 , 奥 野 攻 , 浅 岡 憲 三 , 第 1 2 1 回 日 本 金 属 学 会 ,
1 9 9 7 年 9 月 2 6 日 , 仙 台
1 9 4 .  A p p l i c a t i o n  o n  D e n t a l c a s t i n g  F e ・ p t  M a g n e t t o  c r o w n s  a n d  B r i d g e s
T . K a n n o ,  K . K i m u r a , 0 . o k u n o ,  T h i r d  l n t e r n a t i o n a l  c o n g r e s s  o n  D e n t a l  M a t e r i a l s ,
N o v e m b e r 8 , 1 9 9 7 ,  H a w a Ⅱ
1 9 5 . 白 金 鉄 磁 石 の メ ビ ウ ス 症 候 群 に よ る 口 唇 閉 鎖 不 全 へ の 応 用 の 試 み ー る 惣 性
イ ン プ ラ ン ト の 吸 引 力 に つ い て ー
羽 岡 克 規 , 菅 野 太 郎 , 木 村 幸 平 , 菊 地 聖 史 , 高 田 雄 京 , 奥 野 攻 , 中 山 孝 文 .
山 田 勲 , 三 次 正 春 , 第 7 回 日 本 磁 気 歯 科 学 会 , 1 9 釘 年 1 1 月 2 9 日 , 横 浜
1 9 6 . チ タ ン へ の 貴 金 属 合 金 融 接 に 及 ぼ す 合 金 元 素 の 影 響
飯 島 一 法 , 高 田 雄 京 , 奥 野 攻 , 第 3 2 回 東 北 大 学 歯 学 会 , 1 9 9 7 年 1 2 打  5 日 ,
仙 口
1 9 7 . 鋳 造 チ タ ン 合 金 の α ケ ー ス に 及 ぽ す 添 加 元 素 の 効 果
高 田 雄 京 , 飯 島 一 法 , 中 嶌 裕 , 岡 部 徹 , 奥 野 攻 , 第 1 1 回 チ タ ン 研 究 会 ,
1 9 9 8 年 2 月 1 日 , 大 阪
1 9 8 . 歯 科 用 ア マ ル ガ ム と チ タ ン の 接 触 腐 食 に つ い て ( 第 1 卦 0 一 電 気 化 学 的 挙 動 一
高 田 雄 京 , 林 時 徳 , 飯 島 一 法 , 金 教 漢 , 奥 野 攻 , 第 3 1 回 日 本 歯 科 理 工
学 会 , 1 9 9 8 年 4 月 1 8 日 , 横 浜
1 9 9 . コ ン ピ ュ ー タ に よ る 陶 材 築 盛 の 自 動 化 ( 第 4 報 ) 一 築 盛 体 の 形 状 測 定 一
菊 地 聖 史 , 奥 野 攻 , 第 3 1 回 日 本 歯 科 理 工 学 会 , 1 9 9 8 年 4 月 1 9 日 , 横 浜
2 0 0 . チ タ ン と 金 合 金 融 接 に よ る 接 合 体 の 耐 食 性
飯 島 一 法 , 高 田 雄 京 , 奥 野 攻 , 第 3 1 回 日 本 歯 科 理 工 学 会 , 1 9 9 8 年 4 月 1 9 日 ,
横 浜
2 0 1 . ポ ー セ レ ン ジ ャ ケ ッ ト ク ラ ウ ン 機 能 時 の 応 力 解 析 三 次 元 有 限 要 素 を 用 い た 変
形 体 の 接 触 に よ る 解 析
石 橋 実 , 笠 原 紳 , 本 永 三 千 雄 , 木 村 幸 平 , 奥 野 攻 , 第 四 回 日 本 補 綴 歯
科 学 会 . 1 9 9 8 年 5 月 2 9 日 , 仙 台
202.自動築盛による新しい歯科用CAMの開発一次世代歯科用CAD/CAMシステ
ムに向けてー
菊地聖史,奥野攻,産業歯科学会,1998年9月5日,仙台
203.歯科鋳造用AU、1.6Wt%Ti合金の諸特性(第1報)一耐食性一
伊藤雅之,高田雄京,飯島一法,笠原紳,木村幸平,奥野攻,第32回日
本歯科理工学会,1998年10河18日,新潟
204.白金鉄磁石のクラウン・ブリッジへの応用に関する基礎的検副'(第三幸R)
一機械的陛質および耐食性についてー
羽岡克規,菅野太郎,笠原紳,木村幸平,高田雄京,飯島一法,奥野攻,
中山孝文,第32回日本歯科理工学会,1998年10月18日,辛斤潟
205. f惣性ステンレス鋼の熱履歴と腐食挙動
高田雄京,飯島一法,羽岡克規,相田光治郎,伊藤雅之,木村幸平,奥野
攻,第32回日本歯科理工学会,1998年10目18日,辛斤潟
206,光学的三角測量法による形状測定の精度判定について
菊地聖史,奥野攻,第32回日本歯科理工学会,1998年10月18日,新潟
207.歯科鋳造による白金鉄磁石合金の可撤式クラウン・ブリッジへの応用
羽岡克規,相田光次郎,菅野太郎,笠原紳,木村幸平,高田雄京,奥野
攻,中山孝文,第99回日本ネ赫農歯科学会,1998年5月30日,仙台
208.磁性ステンレス鋼の歯科鋳造に関する基礎的検討第一報埋没材について
相田光治郎,羽岡克規,菅野太郎,木村幸平,高田雄京,飯島一法,奥野
攻,中山孝文,第8 回日本磁気歯科学会,1998年12月6日,岐阜
209.磁性ステンレス鋼の加熱と耐食性について
高田雄京,飯島一法,羽岡克規,相田光次郎,菅野太郎,中山孝文,木村幸平,
奥野攻,第8 回日本磁気歯科学会,1998年12月6日,岐阜
210.生体用 Ti、15MO-2.8Nb、0.2Si合金の歯科鋳造
奥野攻,高田雄京,飯島一法,岡部徹,渡辺郁哉,第12回歯科チタン研
究会,シンポジウム講演,1999年2月20日,千葉
211. Bond strength of Binary Titanium AⅡoys to porcelain
M.Yoda, TKonno, YTakada, K.1ijima, J.Griggs,0.okuno, K.Kimura and Tokabe,
IADR, March lo-13,1999, vancouver,
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2 1 2 .  M a c h i n a b i l i t y  o f  e x p e r i m e n t a l  T i ・ c u  a l ] o y s
T . o k a b e ,  S , K i y o s u e ,  M . w o l d u ,  Z . c a i ,  M . Y o d a ,  J . G r i g g s , 0 . o k u n o ,  a n d  Y . T a k a d a ,
I A D R ,  v a n c o u v e r ,  M a r c h  l o - 1 3 , 1 9 9 9 ,  v a n c o u v e r
2 1 3 . 歯 利 用 ア マ ル ガ ム と チ タ ン の 1 却 独 腐 食 に つ い て ( 第 2 報 ) ー イ オ ン 溶 出 挙 動 一
林 時 徳 , 高 田 雄 京 . 飯 島 一 法 , 金 教 漢 , 奥 野 攻 , 第 3 3 回 日 本 歯 科 理 工
学 会 , 1 9 9 9 年 4 月 3 日 , 川 1 崎
2 1 4 . 各 種 ポ ー セ レ ン ク ラ ウ ン の 破 壊 荷 重 ・ 接 触 条 件 を 考 慮 し た ポ ー 七 レ ン ジ ャ
ケ ッ ト ク ラ ウ ン の 応 力 鰯 " 斤
本 永 三 千 雄 , 笠 原 紳 . 木 村 ' 幸 平 , 石 橋 実 , 渡 泌 一 成 , 依 田 正 信 , 稲 垣 亮 一 .
菊 地 聖 史 , 奥 野 攻 , 第 1 0 1 回 日 木 補 綴 歯 科 学 会 , 1 9 9 9 年 5 月 2 1 日 . 福 岡
2 1 5 . 陶 材 築 盛 の 自 動 化 に よ る 歯 科 用  C A D / C A M  シ ス テ ム の 開 発
菊 地 聖 史 , 奥 野 攻 . 第 1 6 回 ラ ピ ッ ド ・ プ ロ ト タ イ ピ ン グ シ ン ポ ジ ウ ム ,
1 9 9 9 年 5 月 2 7 日 , 広 島
2 1 6 . 商 弾 陛 重 付 加 型 シ リ コ ー ン ゴ ム 印 象 材 の 理 工 学 n 刎 生 質
泉 田 明 男 , 細 谷 誠 , 笠 原 紳 , 依 田 正 信 , 木 村 幸 平 , 片 倉 直 至 , 奥 野 攻 ,
第 1 4 回 日 本 歯 1 斗 産 業 学 会 , 1 9 9 9 年 8 月 2 8 日 , 大 阪
2 1 7 . 有 機 複 合 フ ィ ラ ー を 含 有 す る コ ン ポ ジ ッ ト レ ジ ン の 破 壊 と 摩 耗 挙 動
金 教 漢 , 金 永 彬 , 任 靖 Π , 金 石 三 、 奥 野 攻 , 第 3 4 回 日 本 歯 科 理 工
学 会 , 1 9 9 9 年 1 0 月 9 日 , 札 幌
2 1 8 .  T i c U 合 金 の 金 属 組 織 と 化 学 的 性 質
高 田 雄 京 , 菊 地 聖 史 , 飯 島 一 法 , 依 田 正 信 , 岡 部 徹 , 奥 野 攻 , 第 3 4 同 日
本 菌 1 斗 理 1 [ 学 会 、  1 9 9 9 年 1 0 月 9 日 , 札 幌
2 1 9 .  T i 、 C U 合 金 の 松 財 戒 的 性 質 と 機 械 加 工 性
菊 地 聖 史 , 高 田 雄 京 , 依 田 正 信 , 清 末 晴 悟 , 岡 部 徹 , 奥 野 攻 , 第 3 4 回 日
本 閑 利 ・ 理 工 学 会 , 1 9 9 9 年 1 0 月 9  Π , 札 幌
2 2 0 . 生 体 用  F e 、 p t 系 永 久 磁 石 合 金 と f 惣 注 ス テ ン レ ス 鋼 の 耐 食 性
奥 野 攻 , 中 山 孝 文 , 高 田 雄 京 . 羽 岡 克 規 , 木 村 幸 平 、 本 問 基 文 , 第 1 2 5 回
日 木 金 属 学 会 , 1 9 9 9 年 1 1 月 2 2 日 , 金 沢
2 2 1 .  C A D / C A M  を 目 指 し た 歯 科 用  T i ・ C U 合 金 の 耐 食 性
高 田 雄 京 , 菊 地 聖 史 , 廣 本 祥 子 , 不 破 章 雄 , 岡 部 徹 , 奥 野 攻 , 第 1 2 5 回
日 本 金 属 学 会 , 1 9 9 9 年 1 1 月 2 2 日 , 金 沢
222. Bonding strength ofTitanium AⅡoys to porcelain
TKonno, M.Yoda, YTakada, J.A.Griggs,0.okuno, K.Kimura and Tokabe,1ADR,
APTi16,2000, washington D.C.
223. castability ofTitamum A110ys
K.watanabe,0.Miyakawa, YTakada,0.okuno and T.okabe,1ADR, Apri17,2000,
Washlngton D.C
224. properties chataderization ofTi、Mn AⅡoys
Y.Talくada, M.Kikuchi, Tokabe and o.okuno,1ADR, Apd17,2000, washington D.C
225.白金鉄磁石のクラウン・ブリッジへの応用に関する基礎的検討(第四京勵
一白金鉄系磁石合金と磁性ステンレス鋼の接触腐食一
0引岡克規,菅野太郎、木村幸平,高田雄京,奥野攻,第35回日本歯利,理工
学会,2000年4月28日,東京
226.ポリメタクリル酸ブチル系粘膜調,劇オの試作
片倉直至、奥野攻,平成12年度日木歯科理1学会北海道・東北支部夏期セ
ミナー,2000年8月26日,盛岡
227.試作TicU合金の機械加工性について
菊地聖史,高イ念正敏,高田雄京,奥野攻,平成12年度日本歯科理工学会北
海道・東北支部夏期セミナー,2000年8月26日,盛岡
228.チタン合金の機械加工性におよぼすβ拡大型添加元素の効果
菊地聖史,高橋正敏,高田雄京,飯島一法,奥野攻,第36回日本歯科理工
学会,2000年10河14日,岡山
229.歯科鋳造用合金を目的とした2元系Ti、Mn合金の化学的性質
高田雄京,菊地聖史,岡部徹,奥野攻,第36回本歯科理工学会,2000年
10月14日,岡山
230.歯科用合金から溶出する金属イオンのチタンへの選択的吸着現象
高田雄京,浅見勝彦,川1嶋朝日,」高隆夫,奥野攻,日本金属学会 2001
年3月29日,千葉
231.チタン合金の機械加工性におよぼすβ拡大型添加元索の効果(第2宰周
-AUとNbの添加元索一
高橋正敏,菊地聖史,高田雄京,飯島一法,奥野攻.第37回Π本歯科理工
学会,2001年4月1日,東京
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2 3 2 . 口 腔 内 擬 似 環 境 に お け る チ タ ン の 重 金 属 イ オ ン 吸 着 現 象
高 田 雄 京 , 浅 見 勝 彦 , 川 1 嶋 朝 日 , 塙 隆 夫 , 奥 野 攻 , 第 3 7 回 日 木 歯 科 理 工
学 会 、  2 0 0 1 年 4 月 1 日 , 東 京
2 3 3 .  E l e C 杜 O c h e m i c a l c h a r a c t e r i z a t i o n  o f e x p e r i m e n t a l b i n a r y  u t a n 川 m  a Ⅱ o y s
Z  c a i ,  L  c a r r a s c o ,  Y  T a k a d a ,  o  o k u n o ,  T  o k a b e ,  n D R , 2 0 0 1 .  J u n e  2 7 3 0 , 2 0 0 1 ,
C h i b a .
2 3 4
M o l d  釧 i n g  t i t a n i u m  u s i n g  a  h i g h  m o l d  t e m p e r a t u r e
H . s h i m i z u ,  M . K i k u c h i , 0 . o k u n o ,  a n d  T . o k a b e , 1 A D R , 2 0 0 1 .  J u n e  2 7 3 0 , 2 0 0 1 ,
C h i b a
2 3 5 . 1 0 n s  r e l e a s e d  丘 o m  d e n t a l a m a l g a m s  c o n t a d e d  w i t h  t i t a n i u m  m  g a l v a n i c  c o r r o s i o n
Y T a k a d a ,  S 、 D . L i m ,  K . A s a m i ,  A . K a w a s h i m a ,  T H a n a w a ,  K ・ H . K i m , 0 . o k u n o ,
I A D R , J u n e  2 7 3 0 , 2 0 0 1 ,  c h i b a
2 3 6 .  G a l v a n i c  c o r r o s i o n  B e h a v i o r  o f  o r t h o d o n t i c  w i r e s  J o i n t e d  w i t h  s i l v e r  s o 】 d e r
J . W J a h n g ,  Y . T a k a d a , 0 . o k u n o ,  H . M i t a n i , 1 A D R ,  J u n e  2 7 3 0 , 2 0 0 1 ,  c h i b a .
2 3 7 .  D e v e l o p m e n t  o f t h e  R e m o v a b l e  p r o s t h e t i c  A p p l i a n c e  u s i n g  p t ・ F e  M a g n e t i c
a Ⅱ o y s
T K 2 n n o ,  K . H a o k a , 0 . o k u n o ,  K . K i m u r a , 1 A D R , J u n e  2 7 - 3 0 , 2 0 0 1 ,  c h i b a .
2 3 8 . 歯 科 用 金 属 の 組 み 合 わ せ に よ る 溶 出 イ オ ン の 増 加
高 田 雄 京 . 奥 野 攻 , 日 本 歯 科 理 工 学 会 』 ど 毎 道 ・ 東 北 支 部 夏 期 セ ミ ナ ー ・ ,
2 0 0 1 年 9 月 1 日 , 仙 台
2 3 9 . 歯 科 用 磁 性 合 金 の 研 削 性
林 栄 成 , 菊 地 聖 史 , 菅 野 太 郎 , 笠 原 紳 , 木 村 幸 平 , 奥 野 攻 , 第 3 8 回 日
本 歯 科 理 工 学 会 , 2 0 0 1 年 1 0 月 1 9 日 , 福 岡
2 4 0 . チ タ ン 合 金 の 切 削 性 の 評 価
菊 地 聖 史 , 奥 野 攻 , 第 3 8 回 日 本 歯 科 理 工 学 会 , 2 0 0 1 年 1 0 月 1 9 日 . 福 岡
2 4 1 . 金 , 銀 , 銅 を 添 加 し た チ タ ン 合 金 の 電 気 化 学 的 腐 食 挙 動
高 田 雄 京 , 高 橋 正 敏 , 菊 地 聖 史 , 飯 島 一 法 , 奥 野 攻 , 第 3 8 回 日 本 歯 科 ・ 理 工
学 会 , 2 0 0 1 年 1 0 月 1 9 日 , 福 岡
2 4 2 . チ タ ン 合 金 の 機 械 加 工 性 に お よ ぼ す β 拡 大 型 添 加 元 素 の 効 果 ( 第 3 幸 脚 一 機
械 的 性 質 と 組 織 一
高 橋 正 敏 , 菊 地 聖 史 , 飯 島 一 法 , 高 田 雄 京 , 奥 野 攻 , 第 3 8 回 日 本 歯 科 理 工
学 会 . 2 0 0 1 年 1 0 月 2 0 日 , 福 岡
243白金鉄系磁石合金および磁性ステンレス鋼の研削性
林栄成,菅野太郎,笠原紳,木村幸平,菊地聖史,奥野攻,第11回日
本磁気歯科学会,2001年12月1日,札幌
チタン合金の機械加工性におよぼすβ拡大型天下元素の効果(第4報)
-Ti、NbcU合金の機械的性質一
高橋正敏,菊地聖史,飯島一法,高田雄京,奥野攻,第39回日本歯科理工
学会,2002年4月13日,東京
チタン合金の切削性の評価(第2報)試作Ti、Nb合金と市販チタン合金の比較
菊地聖史,奥野攻,第39回日本歯科理工学会,2002年4月13日,東京
チタン合金の機械加工性におよぼすβ拡大型添加元素の効果(第5報)
-Ti、Nb合金の機械的性質と組織一
菊地聖史,高橋正敏,奥野攻,第40回日木歯科理工学会,2002年8月31日,
塩尻
アマルガムとチタンの接"劇禽蝕における溶出イオンの増域
高田雄京,林時徳,浅見勝彦,金教漢,奥野攻,第40回日本歯科理工
学会,2002年8月31日,塩尻
高弾性重付加型シリコーンゴム印象材の動的米躬単性
泉田明男,細谷誠,片倉直至,依田正信,木村幸平,奥野攻,第如回日
本歯科理1学会,2002年8月31日,塩尻
チタン鋳造体反応層に関する研究一模状パターンについてー
菊地久二,小野内真,黒谷知子,金田光正,奥野攻,西山与卦上 第40回上{,
日本歯科理工学会,2002年9 河 1日,塩尻
積分要素法を用いた白金鉄系磁石合金クラウン・ブリッジの最適設計に関す
る基礎研究(第二報)
荘司伸樹,中村圭祐,菅野太郎,依田正信,木村幸平,奥野攻,高橋正史,
草柳幸治,第12回日本磁気歯科学会,2002年Ⅱ月16日,長野
Corrosion Behavior ofExperimentalcast Ti・AU AⅡoys
M.Takahashi, M.Koike, Z.cai, M.Kikuchi, Y.Takada,0.okuno and Tokabe,32nd
AADR, March 15,2003, sanAntonio
白金鉄磁石合金鋳造体表面における骨の成長
高田雄京,向山泰泉,越後成志,奥野攻,第42回日本歯科理工学会,2003
年9月19日,盛岡
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チ タ ン 金 合 金 の 金 属 組 織 と ア ノ ー ド 分 極 挙 動
高 橋 正 敏 , 高 田 雄 京 , 菊 地 聖 史 、 木 村 幸 平 , 小 池 麻 里 . 岡 部 徹 , 奥 野 攻 ,
第 4 2 回 口 木 歯 利 1 里 工 学 会 , 2 0 0 3 年 9  貝 2 0 日 . 盛 岡
チ タ ン 合 金 の 弾 性 率 に お よ ぽ す β 拡 火 型 添 加 元 素 の 効 果
高 橋 正 敏 , 林 栄 成 、 奥 野 攻 , 4 2 回 日 本 歯 利 ・ 理 工 学 会 , 2 0 脇 年 9 月 2 0 日
成 岡
生 体 用 白 金 鉄 磁 石 合 金 の 骨 親 和 性
高 田 雄 京 . 向 山 泰 泉 , 越 後 成 志 , 奥 野 攻 、 日 木 金 属 学 会 , 2 0 船 年 1 0 河 1 2 日 ,
札 幌
積 分 要 素 法 を 用 い た 白 金 鉄 系 磁 石 合 金 ケ ラ ウ ン ・ フ ' り ツ ジ の 最 適 設 計 に 関 す
る 基 礎 的 研 究 ( 第 三 報 )
荘 司 伸 樹 , 草 柳 幸 治 , 奥 野 攻 . 木 村 幸 平 , 1 3 回 日 本 磁 気 歯 科 学 会 , 2 0 船 年
1 1 月 2 3 日 , 袖 奈 川
金 一 1 . 6 W t 9 6 チ タ ン 合 金 に よ る 陶 材 焼 付 鋳 造 冠 の 適 合 精 度
陶 建 祥 , 伊 藤 雅 之 , 依 田 正 信 , 木 村 幸 平 , 奥 野 攻 , 第 1 7 回 歯 科 チ タ ン 学
2 0 0 4 年 2 月 1 4 日 、 仙 台
Z N
ユ 丈 ,
T i 、 A U , T i 、 A g , T i 、 C U 合 金 の 弾 性 率 と 金 属 組 織
高 橋 正 敏 , 菊 地 聖 史 . 奥 野 攻 , 第 1 7 回 歯 科 チ タ ン 学 会 , 2 0 0 4 年 2 月 1 4 日 ,
仙 げ
銅 を 含 む チ タ ン 合 金 の 腐 食 挙 動
奥 野 攻 .
d 」 王
小 池 麻 里 _ 藤 井 弘 之 , 服 部 雅 之 , 伊 藤 雅 之 , 木 村 幸 平 , 小 田
5 デ . ,
岡 部 徹 , 第 1 7 回 歯 科 チ タ ン 学 会 . 2 0 0 4 年 2 月 1 5 0 , 仙 台
2 元 系 チ タ ン 合 金 の 耐 食 性 に 関 す る 熱 力 学 的 検 討
高 田 雄 京 , 金 教 漢 , 金 炯 一 , 奥 野 攻 , 第 1 7 回 歯 科 チ タ ン 学 会 , 2 0 0 4 年
2 月 1 5 日 , 仙 台
C o r r o s i o n  B e h a v i o T  o f  c a s t  T i ・ c r  a n d  T i ・ c r ・ C U  A Ⅱ o y s
M . K o i k e ,  Z . c a i ,  H . F u j i i ,  M 北 0 , 0 . o k u n o  a n d  T . o k 北 e , 1 A D R / A A D R / C A D R  8 2 n d ,
M a r c h  l o , 2 0 0 4 ,  H a w a Ⅱ .
E l e c t r o c h e m i c a l  c h a r a c t e r i z a t i o n  o f  c a s t  T i ・ H f b l n a r y  a 1 1 0 y s
Z . c a i ,  M . B r e z n e r ,  M . K o i k e ,  Q . G U O ,  H . s a t o ,  M . K o m a t s u , 0 . o k u n o ,  a n d  T o k a b e ,
I A D R / A A D W C A D R  8 2 n d ,  M a r c h  l o , 2 0 0 4 ,  H a w a i i
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263. Mechanica] properties of cast Ti・Hf a]]oys
Hsato, M.Kikuchi,0.okuno, M.Komatsu, and T.okabe,1ADR/AADR/'CADR
82nd, March lo,2004, Hawaii
264. Grindability of cast Ti・HfNloys
M.Kikuchi, M.Takahashi, Hsato,0.okuno, and T.okabe,1ADWAADR/CADR
82nd, March lo,2004, Hawaii
2備. AU、Ag、pd、CU系合金の組成と溶出イオンに関する研究
三宅理史,高田雄京,木村'幸平,奥野攻,第43回日木歯科理工学会,2004
年4 村10日、千葉
266. cr含有畠の異なる磁性ステンレス鋼と白金鉄磁石合金の組み合わせ腐食
中村圭祐,羽岡克規,高田雄京,木村幸平,奥野攻.第43回日本歯'科理工
学会,2004年4月11日,千葉
267. Ti、Nb、CU合金の切削加工性と機械的性質
高橋正敏,菊地聖史,高田雄京,奥野攻、第44回日本歯利・理工学会,2004
年9 河24日,京都
268.歯科鋳造した磁性ステンレス鋼の熱処理とアノード挙動
高田雄京,中村'圭祐,木村幸平,奥野攻,第44回日本歯科理工学唯>,20叫
年9 打24日,京都
49
269.インプラント用重付力Π型シリコーンゴム印象材の理工学的性質
泉田明男,細谷誠,依田正信,木村幸平,片倉直至,奥野攻,第44回日
本歯科理工学会,2004年9 河24日,京都
270. Grindability and mechanica] properties o{ experimental Ti・AU, Ti-Ag and Ti・CU
aⅡoys
Takahashi M, Kikuchi M, T丑kada Y, okuno o,1nternational symposium for
Interface ora] Health sdence, Feb.2,3,2005, sendai
271. Ti、Nb、CU合金の機械的性質と研削性
高橋正敏.菊地聖史,商田雄京,奥野攻,第18回菌科チタン学会.2005年
2月19日,塩尻
272. ThermalAnalysis of Experimental Ag・sn・CU Amalgams containing pd
KikuchiM, Koike M, okuno o, FerracaneJL, okabe T, The lADR/AADWCADR
83rd Genetal session, Mar.9-122005, Ba】timore.
5 0
2 7 3 .  M o l d  f i 1 1 i n g  o f  T i ・ H f  a Ⅱ o y s
S a t o  H ,  K i k u c h i M ,  K o m a t s u  M ,  o k u n o  o ,  o k a b e  T ,  T h e  l A D R / A A D R / ' C A D R
8 3 r d  G e n e r a l  s e s s i o n ,  M a r . 9 - 1 2 2 0 0 5 ,  B a l t i m o r e
2 7 4 .  E l e c t r o c h e m i c a l  b e h a v l o r  o f T i ・ A g  a Ⅱ o y s
K o i k e  M ,  c a i z ,  K i k u c h i  M ,  T a k a d a  Y ,  o k u n o  o ,  o k a b e  T ,  T h e  l A D R / A A D R /
C A D R  8 3 r d  G e n e r a ]  s e s s i o n ,  M a r . 9 - 1 2 2 0 0 5 ,  B a l t i m o r e
2 7 5 . チ タ ン 銀 合 金 に お け る  T i 2 A g の 析 出 と ア ノ ー ド 分 極 挙 動
高 橋 正 敏 , 高 田 雄 京 , 菊 地 聖 史 , 岡 部 徹 . 奥 野 攻 , 第 4 5 回 日 本 歯 利 , 理 工
学 会 学 術 講 演 会 , 2 0 妬 年 3 月 9 - 1 2 日 , 東 京
2 7 6 . 歯 科 用 磁 性 ア タ ッ チ メ ン ト 磁 石 構 造 体 の 耐 食 姓
高 田 雄 京 , 奥 野 攻 , 第 4 6 回 日 本 歯 科 理 工 学 会 . 2 0 0 5 年 9 月 1 5 日 , 長 崎
2 7 フ .  T i 、 A g 合 金 の 組 成 と 溶 出 イ オ ン
高 橋 正 敏 , 高 田 雄 京 , 菊 地 聖 史 , 奥 野 攻 , 第 4 6 回 日 本 歯 科 理 工 学 会 , 2 0 0 5
年 9  河 1 5 日 , 長 崎
2 7 8 .  T i 、 C U 合 金 組 織 を 構 成 す る  l i 2 C U か ら 溶 出 す る  C U  イ オ ン 量
高 田 雄 京 , 奥 野 攻 , 第 4 6 回 日 本 歯 科 理 工 学 会 , 2 0 0 5 年 9 月 1 5 日 , 長 崎
2 7 9 . レ ー ザ ー の レ ジ ン へ の 応 用
丹 野 雅 仁 , 友 田 浩 三 , 小 松 正 志 , 奥 野 攻 , 日 本 歯 科 技 工 学 会 第 2 7 回 学 術 大
会 , 2 0 0 5 年 9 月 1 8 日 , 東 京
2 8 0 .  C A D / C A M 修 復 物 に お け る ス ペ ー サ ー の 考 察
加 藤 裕 光 , 友 田 浩 三 , 丹 野 雅 仁 , 木 村 幸 平 , 笠 原 紳 , 奥 野 攻 , 日 本 歯 科
技 工 学 会 第 2 7 回 学 術 大 会 , 2 0 0 5 年 9 月 1 8 日 , 東 京
2 8 1 . 歯 冠 用 レ ジ ン ペ ー ス ト の 流 動 性
友 田 浩 三 , 泉 田 明 男 , 木 村 幸 平 , 小 松 正 志 , 奥 野 攻 , 日 本 歯 利 , 技 工 学 会 第
2 7 回 学 術 大 会 , 2 0 0 5 年 9 月 1 8 日 , 東 京
2 8 2 、  T i , z r  合 金 の 研 削 性
高 橋 正 敏 , 菊 地 聖 史 , 奥 野 攻 , 第 1 9 回 歯 科 チ タ ン 学 会 , 2 0 0 6 年 2 月 1 8 日 ,
郡 山
2 部 . 試 作 T i 、 H f 合 金 鋳 造 体 の 機 械 的 性 質
佐 藤 秀 樹 , 菊 地 聖 史 , 小 松 正 志 , 奥 野 攻 , 岡 部 徹 , 第 1 9 回 歯 科 チ タ ン 学
会 , 2 0 0 6 年 2 月 1 8 日 , 郡 山
284.試作Ti、Hf合金の研削性
菊地聖史、高橋正敏,佐藤秀樹,小松正志,岡部徹,奥野攻,第19回歯
科チタン学会,2006年2月18日,郡山
285. Deve]opment ofnew dentaltitanium aⅡoysfor cAD/CAM application
Masafumi Kikuchi, osamu okuno,アジア教育拠点事業九ナト1セミナー,2006年
3月6-7日,福岡
286.試作Ti、Ag合金の切削性
菊地聖史,高橋正敏,奥野攻,第47回日本歯科理工学会学術講演会,2006
年4月22-23日,東京
2釘. Ti、Ag合金の乳酸オq容液中におけるイオン溶出
高橋正敏,高田雄京,菊地聖史,奥野攻,第47回日本歯科理工学会,2006
年4月22-23日,東京
288.歯科用磁性アタッチメントの孔食性評価
高田雄京,奥野攻,第47回日本歯科理工学会,2006年4月22日,東京
289. Ti、Ag合金の乳酸オq容液におけるイオン溶出
高橋正敏,高田雄京,菊地聖史,奥野攻,第47回日本歯科理工学会,2006
年4月22日,東京
290'試作Ti・Ag合金の切削性
菊地聖史,高橋正敏,奥野攻,第47回日本歯科理工学会,2006年4月23日,
東京
51
291.歯科用征訓窪アタッチメントトの骨形成への影饗
門間悠介,高田雄京,越後成志,奥野攻,第47回日本歯科理工学会,2006
年4月23日,東京
292.フェライト系ステンレス鋼の溶出イオンと骨親和性
高田雄京,門問悠介,越後成志,奥野攻,第47回日本歯科理工学会,2006
年4月23日,東京
293. Electrochemical Evaluation of corrosion for Dental Magnetic A杜achments
Y Takada, M. Kikuchi,0. okuno,84th Genera] session & Exhibition ofthe lADR,
June 28・July l,2006, Brisbane.
294. Machinability ofExperimenta] Ti・Ag and Ti・CU AⅡoys
M. Kikuchi, M. Takahashi,0. okuno,84th General session & Exhibition of the
IADR, June 28・July l,2006, Brisbane.
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2 9 5 .  R e l e a s e d  l o n s  a n d  M i c r o s t r u c t u r e s  o f E x p e r i m e n t a l T i ・ A g  A Ⅱ o y s
M .  T a k a h a s h i ,  Y 、  T a k a d a ,  M .  K i k u c h i , 0 .  o k u n o , 8 4 t h  G e n e r a l  s e s s i o n  &
E x h i b i t i o n  o f t h e  m D R ,  J u n e  2 8 、 J u l y  l , 2 0 0 6 ,  B r i s b a n e
2 9 6 .  s t r e n g t h  o f p o r c e l a i n  F u s e d  t o  T i t a n i u m  c r o w n  M a d e  b y  c A D / C A M
R . 1 n a g a k i ,  M .  Y o d a ,  M .  K i k u c h i ,  K . 1 く i m u r a , 0 ,  o k u n o , 8 4 t h  G e n e r a l  s e s s i o n  &
E x h i b i t i o n  o f t h e  l A D R ,  J u n e  2 8 ・ J u l y  l , 2 0 0 6 ,  B r i s b a n e
2 9 7 . 急 速 加 熱 型 石 膏 系 埋 没 材 の 鋳 型 内 1 品 度 分 布
新 居 麻 樹 , 友 田 浩 三 , 菊 地 聖 史 , 佐 々 木 啓 一 , 奥 野 攻 , 日 本 歯 禾 件 支 工 学 会
第 2 8 回 学 術 火 会 , 2 0 0 6 年 9 月 1 7 - 1 8 日 , 広 島
2 9 8 . 歯 冠 用 レ ジ ン の 接 着 修 埋 に 効 果 的 な 表 面 処 工 雫 法
友 田 浩 三 , 小 松 正 志 , 木 村 真 也 , 菊 地 聖 史 、 奥 野 攻 , 日 木 歯 禾 井 支 工 学 会 第
2 8 回 学 術 大 会 , 2 0 0 6 年 9 月 1 7 - 1 8 日 , 広 島
2 9 9 . 歯 科 用 磁 性 ア タ ッ チ メ ン ト を 構 成 す る 貴 金 属 合 金 の 耐 食 性 と 接 触 腐 食
田 中 宗 子 , 高 田 雄 京 , 奥 野 攻 , 日 本 磁 気 歯 科 学 会 第 1 6 回 学 術 大 会 , 2 0 0 6 年
1 0 月 2 8 日 , 袖 井 公
3 0 0 .  M o l d  丘 Ⅱ i n g  o f w e d g e ・ s h a p e d  T i ・ H f a Ⅱ o y  c a s t i n g s
H .  s a t o ,  M .  K i k u c h i ,  M .  K o m a t s u , 0 .  o k u n o ,  T  o k a b e ,  T h e  2 n d  l n t e r n a t i o n a l
S y m p o s i u m  f o r  l n t e r f a c e  o r a ]  H e a l t h  s c i e n c e  i n  s e n d a i ,  F e b . 1 8 , 1 9 , 2 0 0 7 ,  s e n d a i
3 0 1 .  E ] a s t i c  p r o p e r t i e s  o f  e x p e r i m e n t a l t i t a n i u m  a Ⅱ o y s
M .  K i k u c h i ,  M .  T a k a h a s h i , 0 . 0 1 く U n o ,  T h e  2 n d  l n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m  f o r
I n t e r f a c e  o r a l  H e a l t h  s c i e n c e  i n  s e n d a i ,  F e b . 1 8 , 1 9 , 2 0 0 7 ,  s e n d a i
3 0 2 、  R e l e 2 S e d  i o n s  a n d  m i c r o s t r u c t u r e s  o f  d e n t a l  c a s t  e x p e n m e n t a l  T i ・ A g  a 1 1 0 y s
M .  T a l く a h a s h i ,  Y  T a k a d a ,  M .  K i k u c h i , 0 .  o k u n o ,  T h e  2 n d  l n t e r n a t i o n a l s y m p o s i u m
f o r  l n t e r f a c e  o r a ]  H e a l t h  s d e n c e  i n  s e n d a i ,  F e b . 1 8 , 1 9 , 2 0 0 7 ,  s e n d a i
3 0 3 .  s t r e n g t h  o f p o r c e l a i n  f Ⅱ S e d  t o  p u r e  t i t a n i u m  m a d e  b y  c A D / C A M
R . 1 n a g a k i ,  M .  Y o d a ,  M .  K i 1 ω C h i ,  K .  K i m u r a , 0 .  o k u n o ,  T h e  2 n d  l n t e t n a t i o n a l
S y m p o s i u m  f o r  l n t e T f a c e  o r a l  H e a l t h  s c i e n c e  i n  s e n d a i ,  F e b . 1 8 , 1 9 , 2 0 0 7 ,  s e n d a i .
3 0 4 .  c o r r o s i o n  c h a T a c t e r i s t i c s  o f  M a g n e t i c  A s s e m b l i e s  c o m p o s i n g  D e n t a l  M a g n e t i c
A 杜 a c h m e n t s
Y u k y o  T a k a d a ,  N o r i k o  T a k a h a s h i a n d  o s a m u  o k u n o , 2 n d  l n t e r n a t i o n a l s y m p o s i u m
f o r  l n t e r f a c e  o r a l  H e a l t h  s c i e n c e  i n  s e n d a i ,  F e b . 1 8 , 1 9 , 2 0 0 7 ,  s e n d a i .
305Bone compatibi]ity of denta] magnetic attachments W北h static field
Yukyo Takadaand osamu okuno,1ADR, Mar.20-24,2007, New orleans
Ti、Ag合金の自然電極電位
高橋正敏,高田雄京,菊地聖史,奥野攻,第四回日本歯科理工学会学犲酔轟
演会,2007年5 H12,13日,キ剖県
CAD/CAM用 TiAg合金の開発
奥野攻,菊地聖史,高橋正敏,高田雄京,稲垣亮一,第22回日本歯科産業
学会・学術i愉寅会,20俳年7月21,22日,徳島
CAD/CAM システムより製作したクラウンのセメントスペーサーとセメント
適合性に与える影響,
加藤,笠原紳,木村幸平,奥野攻,平成19年度Π本補綴歯科学会北海道
東北支部学術大会,2007年11月10日.11日,小樽
歯科用磁性アタッチメントを用いた前市蝉昜による骨誘導効果
泊汁高宗子,高田雄京,奥野攻,第17回日本磁気歯科学会学術大会,2007年
U月17,18日,東京
Safety of Dental Magnetic Attachments on the Basis of Bone compatibility and
Activities of osteoblasts
Takada Y, Tairam, Takahashi, okuno o,1nternational Dental Materials congress
2007, November 21,24,2007, Bangkok
TiAg合金の自然電極電位とイオン溶出
高橋正敏,高田雄京,菊地聖史,奥野攻,第21回1断科チタン学会,2008年
2月15日,16日,徳島
チタンと歯科用厶惣性アタッチメントを構成するステンレス銅の異種金属接触
腐食
高田雄京,奥野攻,第21回歯羽・チタン学会,2008年2月15日,16日'徳島
CAD/CAMによる陶材焼付チタンクラウンの破折強さ
稲垣亮一,依田正信,菊地聖史,木村'幸平,奥野攻,第21回歯科チタン学会,
2008年2月15日,16日,徳島
306
307
308.
309
310
53
311
312
313
V 解説・評論等(新聞・広報誌等での解説記事,事典の執筆等)
1.金属複合材料の新しい展望
三浦紲四,奥野攻,金属材利・,8(フ):71-76,1968
5 4
2
金 属 複 合 材 料 に お け る 諸 問 題
三 浦 維 四 , 奥 野 攻 , 材 料 ・ ( 日 本 材 料 学 会 i 剖 . 1 8 ( 1 8 8 ) : 3 5 7 3 6 8 , 1 9 6 9
複 合 材 料 の た め の 微 視 力 学
奥 野 攻 , 三 浦 維 四 , 金 属 , 4 1 ( 5 ) : 3 3 3 7 , 1 9 7 1
繊 維 複 合 材 料
三 浦 維 四 , 奥 野 攻 , セ ラ ミ ッ ク ス ( 窯 業 協 会 ミ 詞 , 5 ( フ ) : 4 4 5 1 , 1 9 7 0
軽 金 属 繊 維 強 化 材 料 ・ に 関 す る 若 干 の コ メ ン ト ( D
三 浦 維 四 , 浜 中 人 士 , 奥 野 攻 〆 浅 岡 愆 三 , 軽 金 属 ( 日 本 軽 金 属 協 会 誌 ) ,
2 5  ( 4 ) : 1 4 7 - 1 5 8 , 1 9 7 5
軽 金 属 繊 維 強 化 材 料 に 関 す る 若 干 の コ メ ン ト ( Ⅱ )
三 浦 維 四 , 浜 中 人 士 , 奥 野 攻 , 浅 岡 憲 三 , 軽 金 属 ( 日 本 軽 金 属 協 会 i 剖 ,
2 5  ( 5 ) : 1 8 6 - 1 兜 , 1 9 7 5
コ ン ピ ュ ー タ ー シ ミ ュ レ ー シ ョ ン と 金 属 材 料 ・ 研 究
三 浦 維 四 , 奥 野 攻 , 浅 岡 憲 三 , 日 本 金 属 学 会 会 報 , 1 7 ( 1 の : 7 8 5 - 7 8 9 , 1 9 7 8
セ ラ ミ ッ ク 繊 維 に よ る 金 属 強 化
奥 野 攻 , 三 浦 維 四 , 繊 維 学 会 i 志 , 3 6 ( 3 ) : 部 ・ 9 5 , 1 9 8 0
生 体 用 金 属 材 料 の 現 状 と 開 発
奥 野 攻 , 三 浦 維 四 , 人 工 臓 器 ( 人 工 臓 器 学 会 ミ 村 , 9 ( 4 ) : 7 2 8 - 7 3 6 , 1 9 8 0
骨 と 接 合 で き な い 人 工 骨 な ん て ー 一 生 体 に な じ む 多 孔 性 金 属 材 料 の 開 発 一
奥 野 攻 , 三 浦 維 四 , 金 属 , 5 1 ( 1 D : 8 - 1 4 , 1 9 8 1
医 科 用 歯 科 用 金 属 材 料
奥 野 攻 , 三 浦 維 四 ,  V M C  ジ ャ ー ナ ル 誌 . 1 ( 2 ) : 9 - 1 7 , 1 9 8 1
多 孔 性 チ タ ン の 製 法 と 用 途
奥 野 攻 , 軽 量 化 ・ 小 型 化 の た め の 材 料 ・ と 加 工 ( 日 本 機 械 学 会 ) , 7 3 - 8 7 ,
1 9 8 3
3
4
5
6
フ .
8
9
1 0
1 1
1 2
1 3
日 の 中 の 磁 石
奥 野 攻 , 金 属 , 5 3  ( 1 D : 1 3 - 1 6 , 1 9 8 3
14. properties and lnteractions of oral structures and Restorative Materials
J.A.Tesk, J.Antonucci, G.Brauer, J.Mckinney, R.penn, J.stansbury, W.deRijk,
S.venz,0.okuno, H.1izuka, Nationa11nstitute of Dental Research (U.S
Department of commerce, Nation丑I Bureau of standards,1nstitute for Materials
Science and Engineering), NBSIR 8633201-63,1986.
15.最近の義歯材'料について
奥野攻,素形材(素形材センター誌),26(6):16-22,19釘
16'合金化によるチタンj心用のルーテイン化
奥野攻,中野毅,三浦維四,歯禾卜技工,15(8):1015-1023,19釘
17.チタン鋳造をりン酸塩子寸里没材サ里没材で行う
浜中人士,川島哲,奥野攻,士居寿,歯科技工,15(8):996-1006,
1987
18.チタンの超塑性を利用する
奥野攻, DE (歯科,理工学会), NO.85 '88 Sprin宮:28-31,1988
19.チタンの補綴的応用
奥野攻,歯科ジャーナル,27(5):531-539,1988
20.『超弾性』および『超塑性』とは
奥野、攻, QDT Quintessence of DentalTechn010gy, Journalfor Dental
Technicians & prosthodontics,13 (1D:21-23,1988
21. properties and lnteractions of oral strudures and Restorative Materials
J.A.Teslく, J.Antonucd, G.Brauer, J.Mddnney Jstansbury, S.venz, S.Lee, wdeRijk,
R.penn, Asugawara, K.Asaoka,0.okuno, Nationa11nstitute of Dental Research
(US. Department of commerce, National Bureau of standards,1nstitute for
Materials sdence and Engineering), NBSIR 88-3782,1-94,1988.
22.生体材料としてのチタン
奥野攻, BOUNDARΥ 4(9):24-31,19朋
23.チタンおよびチタン合金の現状
奥野攻,浜中人士,歯科ジャーナル,30(3):307316,1989
24.チタンの合金化とチタン鋳造機
奥野攻,歯科技工,18(8):914-917,1990
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5 6
2 5
整 形 外 科 用 お よ び 歯 科 用 チ タ ン
奥 野 攻 . 材 料 ・ 科 学 ( 日 木 材 料 ・ ^ 1 学 会 誌 ) , 2 7 ( 2 ) : 8 9 - 9 6 , 1 9 9 0
2 6
歯 科 お よ び 医 科 領 域 に 用 い ら れ る チ タ ン 合 金
奥 野 攻 , 米 山 隆 之 , 浜 中 人 士 , 鉄 と 鋼 ( 日 本 鉄 鋼 協 会 ヨ 劇 , 7 6  a の : 1 - 9 ,
1 9 9 0
2 7
T i t a n g u s t e c h n 0 1 0 g y  M 0 創 I c h k e i t e n .  p r o b ] e m e  u n d  H 0 丘 n u n g e n
R s t 0 Ⅱ , 0 . o k u n o ,  M . A i ,  v s t a c h n i s s ,  Z W R  ( ド イ ツ 歯 科 医 師 会 誌 ) 、  1 0 0
1 9 9 1
2 8 . チ タ ン 鋳 造 に お け る " 礁 夬 す べ き 諸 問 題
奥 野 攻 , 歯 科 技 王 , 1 0 ( 1 ) : 7 9 - 8 5 , 1 9 9 1
2 9 . レ ビ テ ー シ ョ ン 溶 解 ス ピ ン 鋳 造 機
奥 野 攻 ,  Q D T  1 6  ( 1 ) : 5 - 1 0 , 1 9 9 1
3 0 . 材 料 ・ 学 ア ト ラ ス 歯 科 用 チ タ ン
奥 野 攻 ,  Q D T  1 7 ( 1 ) : 1 1 6 - 1 2 0 , 1 9 9 2
3 1 . 医 科 お よ び 歯 科 用 金 属 材 斗 斗 の 現 状 と 加 工 技 術
奥 野 攻 . 塑 性 と 加 工 ( Π 本 塑 性 加 工 学 会 冒 却 , 3 3 ( 3 8 3 ) : 1 3 3 5 - 1 3 4 1 , 1 9 兜
3 2 . チ タ ン 合 金 ー チ タ ン の 問 題 点 と 合 金 化 一
奥 野 攻 , 浜 中 人 士 ,  D E I 0 0 号 記 念 別 冊 / こ こ ま で き た 歯 科 器 材 , 5 6 - 5 7 ,
1 9 9 2
3 3 . る 惣 陛 ア タ ッ チ メ ン の 理 工 学 鴫 り 特 陛
奥 野 攻 . 日 本 歯 科 評 ぎ 命 , 6 0 4 : 7 2 - 8 2 , 1 9 船 .
3 4 . も う , ガ タ ガ タ 言 わ せ な い ! . 磁 石 で 入 れ 歯 を 固 定
奥 野 攻 ,  B O U N D A R Y , 9 ( 2 ) : 2 2 - 2 6 , 1 9 9 3
3 8 - 4 2 ,
3 5 . 歯 科 用 夜 訓 生 ア タ ッ チ メ ン ト
奥 野 攻 , 日 本 金 属 学 会 会 報 、  3 2 a ) : Ⅱ ・ 1 3 , 1 9 9 3
3 6 . チ タ ン 合 金
奥 野 攻 ,  Q D T 別 冊 チ タ ン の 歯 科 技 1 [ 特 別 号 : 4 3 - 4 8 , 1 9 9 3
3 7 . 超 塑 性 成 形 に よ る チ タ ン 合 金 床
奥 野 攻 , 歯 科 技 1 1 , 2 1 ( 8 ) : 8 0 8 - 8 1 3 , 1 9 9 3
38.磁性アタッチメントの構造と機構について
奥野攻,東北大学歯学雑誌,13(1):1-10,1994
39.超硬質合金"デグノーム"の理工学的側面:-1
安藤申直,丹野雅仁,稲垣亮一,高田雄京,奥野攻,歯科技工,22aの
1085-1092,1994
40.チタン合金とは
奥野攻, DE,NO.111 Autumn :33-36,1994
41.超硬質合金"デグノーム"の理工学的側面一2
安腰申直,丹野雅仁,稲垣亮一.高田雄京,奥野攻,歯科技上,22(11)
117フ-1188,1994
42.アマルガムの使用を支持する一歯科用アマルガム,アメリカの現状と世界の
動1句一
岡部徹,奥野攻, BOUNDARΥ11(4):10-13,1995
43.チタン合金の歯科・応用
奥野攻,生体材料,14(6):267-273,1996
47.鋳造チタン床および超塑性チタン床への金合金鋳造クラスプの接合法に関す
る理工学的考察,
奥野攻,飯島一法,住i科技工,15(フ):826-830,1997
".コンピュータによる陶材築盛の自到Hヒー新しい歯科用CAD/CAM システム
の試みー
菊地聖史,奥野攻, QDI21(9):15-21,1996
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45.金ーチタン合金
奥野攻,高橋俊幸,高田雄京,菊地聖史,伊藤雅之,稲垣亮一,木村幸平,
ザ・クインテツセンス,16 al):209-212,1997
48. The outlook for A110ys in Dentistry
0.okuno, Transactions, November,53-62,1997
49.生体親和性材料の現在 、、
奥野攻,木村幸平(金ーチタン合金と Esteucor vision, Bior17, QDT別冊,
130-133,1998.
46.チタンの歯科応用とその問題点
奥野攻,四国歯学会ネ艦志,9(2):135-138,1997
5 8
5 0 .  T h e  p r e s e n t  s t a t u s  o f D e n t a l T i t a n i u m  c a s t i n g
T o r u  o k a b e ,  c h i k a h i r o  o h k u b o , 1 k u y a  w a t a n a b e ,  o s a m u  o k u n o  a n d  Y u k y o
T a k a d a ,  J O M , 5 0  四 ) : 2 4 - 2 9 , 1 9 9 8
5 1 . 歯 利 ・ と 磁 性 合 金
奥 野 攻 ,  D E , N O . 1 2 7 1 0 月 . 1 - 4 , 1 9 9 8
5 2 . 歯 科 臨 床 と ア レ ル ギ ー
中 村 正 明 , 藤 井 弘 之 , 中 村 ' 誠 司 , 奥 野 攻 , 高 田 雄 京 , 杉 山 芳 樹 , 大 島 浩 ,
日 本 歯 科 医 学 会 誌 , 1 8  ( M A R C H ) : 6 4 - 7 4 , 1 9 9 9 、
脇 . 融 解
菊 地 聖 史 , 奥 野 攻 , 歯 科 技 工 , 2 7 ( フ ) : 8 8 8 , 1 9 9 9
5 4 . 粘 陛 ( v i s c o s i t y )
菊 地 聖 史 , 奥 野 攻 , 歯 利 ・ 技 工 . 2 7 侶 ) : 1 0 0 7 , 1 9 9 9
5 5 . 表 面 張 力 ( s u r f a c e t e n s i o n )
菊 地 聖 史 , 奥 野 攻 , 歯 科 , 技 工 , 2 7 四 ) : 1 1 7 2 , 1 9 9 9
5 6 . 凝 固 ( s o l i d 遁 C a t i o n )
菊 地 聖 史 , 奥 野 攻 , 歯 利 , 技 工 , 2 7 a の : 1 3 0 4 , 1 9 9 9
5 7 . ガ ス 吸 収 ( O c c l u s i o n o f g a s )
菊 地 聖 史 , 奥 野 攻 , 歯 科 技 工 , 2 7 a l ) : 1 4 4 6 , 1 9 9 9 .
5 8 . 鋳 接 ( c a s t i n g t o  e m b e d d e d  m e t a l s )
菊 地 聖 史 , 奥 野 攻 , 歯 科 1 支 1 , 2 7 a 2 ) : 1 5 6 1 , 1 9 9 9
5 9 、 歯 科 鋳 造 に よ る 白 金 鉄 系 磁 石 合 金 と る 姦 陛 ス テ ン レ ス 鋼 の 可 撤 式 ク ラ ウ ン ・ フ
リ ッ ジ へ の 応 用
菅 野 太 郎 , 羽 岡 克 規 , 相 田 光 治 郎 , 木 村 幸 平 , 奥 野 攻 , 中 1 _ U 孝 文 ,  Q D T ,
2 5  ( 3 ) : 1 9 - 2 6 , 2 0 0 0
6 0 . 機 械 加 工 性 に 優 れ た 歯 科 用 チ タ ン 合 金 の 開 発
菊 地 聖 史 . 奥 野 攻 、 束 北 大 学 歯 学 雑 誌 , 2 0 a ) : 4 6 , 2 0 0 1
6 1 . 歯 科 鋳 造 用 チ タ ン 合 金
奥 野 攻 ,  D E , 1 4 2 : 5 - 8 , 2 0 0 2
6 2 . 歯 科 鋳 造 用 チ タ ン 合 金
奥 野 攻 , 日 本 バ イ オ マ テ リ ア ル 学 会 , 2 0 ( 6 ) : 3 8 7 - 3 9 3 , 2 0 0 2 .
63.歯科用金銀パラジウム合金に関する歯科理工学的研究実態と,それに代わり
うる歯利オオ料の研究の現状について(幸長告書Xその1)歯科鋳造用金銀パラ
ジウム合金に関する文献調査と代替材料の検討
奥野攻,他,歯科材料・器械,22(6):531-563,2003
64.歯科用快削チタン合金の開発
菊地聖史,奥野攻,チタンと歯科臨床,4a):8-13,2006
65.歯科用夜勿生アタッチメントの基礎
奥野攻, DE, NO.161Spring:3-6,2007
66. BTC (Benchto clinic)研究室から臨床へチタンと CAD/CAM
菊地聖史,奥野攻, DE,NO.160summer:2931,2007
67.歯科用る放陛アタッチメントの開発
奥野攻,歯科材料・器械,26(3):291-300,2007
68.チタンおよびチタン合金
奥野攻,日本歯技,464:2008.印刷中
69.歯科用磁性アタッチメントの基礎と注意点
奥野攻,日本歯科医師会雑誌,61(1):2008.印刷中
Ⅵ.その他(随想など)
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1.チタンの歯は金歯に代われるか
奥野攻,金属.52(3):6-フ,1982
2.やっぱり金属
奥野攻,金属,53a):72,1983
3.白い金属
奥野攻,金属.55(1):27,1985
4 IMPACT !
奥野攻, BOUNDARY,1a):48-49,1985
5 透明金属あらわる?
奥野攻, BOUNDARY,2(8):20-21,1986
6 0
6 . 金 色 ふ し ぎ ^ 特 集 に あ た っ て ^
奥 野 攻 ,  B O U N D A R Y , 2 ( 9 ) : 2 , 1 9 8 6
フ . 黄 金 の 歯 " 1 分 2 0 秒 の  5 " の i 己 録 ウ ル ト ラ ア イ 「 目 が く ら む " 金 " 学 」 う ら 話
奥 野 攻 ,  B O U N D A R Υ 2  四 ) : 8 - 9 , 1 9 8 6
8 . 続 " 透 明 金 属 あ ら わ る ? "
奥 野 攻 .  B O U N D A R Y , 3 ( フ ) : 7 5 , 1 9 釘
9 . 毒 入 り 金 属
奥 野 攻 ,  B O U N D A R Y , 4 ( 4 ) : 8 0 , 1 9 8 8
1 0 . 歯 科 医 療 材 料 の 化 学 化 学 展 「 2 0 0 1 年 な ぞ と き 体 験 の 旅 』
片 倉 直 至 , 泉 田 明 男 , 細 谷 誠 , 奥 野 攻 , 仙 台 市 科 学 館 . 2 0 0 1 年 7 月 2 8 日
、 8 月 1 2 日 , 2 0 0 1 , 仙 台 .
Ⅱ . 研 究 室 紹 介 東 北 大 学 大 学 院 歯 科 研 究 科 口 腔 修 復 学 講 座 歯 科 生 体 材 料 ' 学 分 野
奥 野 攻 , 高 田 雄 京 , チ タ ン , 5 3 ( 4 ) . 2 0 0 5
1 2 . 進 化 す る 金 属 系 バ イ オ マ テ リ ア ル
奥 野 攻 , バ イ オ マ テ リ ア ル , 2 3  ( 2 ) : 8 1 - 8 2 , 2 0 0 5
1 3 . チ タ ン 時 代
奥 野 攻 , チ タ ン と 歯 科 臨 床 , 3 ( 1 ) : 1 - 2 , 2 0 備
